
【
要
旨
】

　
長
大
な
海
岸
線
を
有
し
、
全
体
的
に
山
が
ち
で
大
き
な
平
野
が
形
成
さ
れ
な
い
紀
州
で
は
、
ど
の
時
代
で
も
海
辺
部
が
も
つ

重
要
性
は
極
め
て
高
い
。
し
か
し
、
紀
州
で
海
辺
村
落
の
公
称
が
「
浦
」
に
統
一
さ
れ
る
の
は
十
七
世
紀
で
あ
り
、
近
世
浦
方

以
前
の
海
辺
部
の
様
相
は
一
つ
の
像
に
結
ば
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
慶
長
十
六
年
の
「
加
子
米
究
帳
」
に
記
載
さ

れ
た
紀
州
全
域
の
浦
々
の
浦
方
以
前
に
お
け
る
制
度
的
な
位
置
づ
け
を
跡
づ
け
た
う
え
で
、
多
様
な
か
た
ち
で
編
成
さ
れ
た
中

世
海
辺
部
の
特
徴
を
交
通
・
生
業
・
開
発
の
観
点
か
ら
把
握
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。「
加
子
米
究
帳
」
に
見
え
る
浦
は
中
世

に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
①
「
荘
」
に
含
ま
れ
る
も
の
と
、
②
「
園
」、
③
「
御
厨
」、
④
「
浦
」、
⑤
「
村
」
と
し
て
編
成
さ
れ
た

も
の
と
に
類
型
化
で
き
る
。
①
で
は
、
河
口
・
海
辺
部
と
河
川
流
域
と
で
荘
域
を
構
成
し
、
河
口
部
の
潟
の
上
に
町
場
が
形
成

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。
②
と
③
は
神
社
の
神
饌
等
を
調
達
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
所
領
で
あ
る
。
④
で
は
年
中
行
事

に
あ
わ
せ
た
魚
介
類
の
供
給
に
よ
り
浦
役
を
果
た
し
た
事
例
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。
⑤
で
は
在
地
領
主
の
海
辺
部
所
領
単
位
と

し
て
の
「
村
」
や
、
神
社
に
神
役
を
果
た
す
「
村
」
が
確
認
で
き
た
。
後
半
で
は
、
中
世
紀
州
海
辺
部
の
特
徴
を
多
角
的
に
検

討
し
た
。
交
通
の
観
点
か
ら
み
た
特
徴
と
し
て
は
、
東
国
と
西
国
と
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
中
継
地
で
あ
り
、
か
つ
河
川
交
通
と

海
上
交
通
の
結
節
点
で
も
あ
る
港
津
の
役
割
を
指
摘
し
た
。
漁
撈
に
関
し
て
は
、
釣
船
・
魚
名
を
冠
し
た
網
・
旅
網
、
儀
礼
的

漁
撈
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
中
世
漁
村
の
系
譜
を
引
く
近
世
浦
の
存
在
を
想
定
し
た
。
中
世
紀
州
で
は
「
雑
賀
塩
」

が
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
な
ど
製
塩
業
も
発
展
し
た
が
、
賀
太
新
荘
の
例
で
は
製
塩
労
働
の
厳
し
い
一
面
も
指
摘
し
た
。
最
後
に
、

「
ハ
マ
田
」「
塩
入
」「
塩
地
」
と
い
う
用
語
に
注
目
し
、
海
辺
部
で
の
耕
地
開
発
の
一
端
も
明
ら
か
に
し
た
。

 

キ
ー
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で
徴
発
し
た
り
、
隣
接
す
る
村
ど
う
し
で
組
み
合
わ
さ
れ
て
課
さ
れ
て
お
り
、
検
地

で
確
定
し
た
行
政
単
位
の
村
と
は
対
応
し
て
い
な
い
と
い
う
。
浅
野
氏
が
課
し
た
加

子
役
の
原
型
は
「
中
世
末
期
の
海
辺
の
村
々
に
存
在
し
た
村
民
的
な
結
合
の
う
え
に

立
っ
て
設
定
さ
れ
た
」
と
笠
原
氏
は
指
摘
し
て
い
る
（
（
（

が
、
本
稿
で
は
こ
の
浦
方
以
前

の
紀
州
海
辺
部
の
地
域
結
合
の
実
態
に
迫
る
こ
と
に
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
慶
長

十
六
年
の
「
加
子
米
究
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
浦
々
の
浦
方
以
前
に
お
け
る
制
度
的
な

位
置
づ
け
を
中
世
史
料
を
も
と
に
類
型
的
に
把
握
し
た
う
え
で
、
中
世
に
お
い
て
は

多
様
な
か
た
ち
で
編
成
さ
れ
た
海
辺
部
の
交
通
・
生
業
・
開
発
の
一
端
も
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一
　
中
世
に
お
け
る
海
辺
部
の
所
領
編
成

（
1
）「
加
子
米
究
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
浦
々
の
遡
及
的
考
察

　「
加
子
米
究
帳
」
を
用
い
て
近
世
浦
方
制
度
以
前
の
浦
や
港
津
に
つ
い
て
検
討
し

た
研
究
に
、
山
本
賢
司
氏
の
「
一
六
世
紀
に
お
け
る
紀
伊
水
道
沿
岸
の
湊
・
浦
と
海

上
交
通
―
紀
の
湊
を
中
心
と
し
て
（
（
（
―
」
と
、
白
石
博
則
氏
の
「
熊
野
地
域
の
港
津
と

城
（
（
（

館
」
と
が
あ
る
。
山
本
論
文
は
、
十
六
世
紀
を
中
心
に
、
紀
伊
水
道
沿
岸
の
湊
・

浦
と
海
上
交
通
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
論
考
で
あ
る
が
、
紀
伊
水
道
沿
岸
の
浦
の

特
質
を
紀
州
全
体
か
ら
見
い
だ
す
た
め
に
、
紀
州
全
域
の
浦
を
網
羅
し
た
「
加
子
米

究
帳
」
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
分
析
結
果
に
も
と
づ
き
山
本
氏
は
、
①
古
代
・
中

世
の
湊
や
船
着
場
と
近
世
初
頭
の
浦
が
多
く
符
合
し
、
中
世
か
ら
近
世
ま
で
そ
の
機

能
が
連
綿
と
継
受
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
浦
と
湊
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
河

口
に
立
地
し
た
浦
や
、
湾
入
が
深
く
周
囲
を
山
で
囲
ま
れ
た
浦
ほ
ど
そ
の
条
件
が
満

た
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
重
要
な
指
摘
で
は
あ
る
が
、
網
羅
的
な
検
証
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、「
加

子
米
究
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
近
世
浦
の
各
地
点
を
含
む
中
世
所
領
名
の
検
出
結
果

は
じ
め
に

　「
浦
」
は
、
前
近
代
を
通
じ
て
海
・
湖
岸
村
落
を
指
す
地
名
用
語
と
し
て
現
れ
、

所
領
・
行
政
単
位
の
公
称
と
し
て
も
使
用
さ
れ
（
（
（

た
。「
浦
」
は
中
世
に
お
い
て
も
荘

園
公
領
制
下
の
単
位
と
し
て
全
国
的
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
が
、「
浦
」
が
一

個
の
制
度
的
単
位
と
し
て
一
国
規
模
で
観
察
で
き
る
の
は
若
狭
国
や
淡
路
国
に
と
ど

ま
（
（
（

る
。
長
大
な
海
岸
線
を
有
す
る
紀
伊
国
に
あ
っ
て
も
、
独
自
の
機
能
を
も
つ
海
辺

村
落
の
公
称
が
「
浦
」
に
統
一
さ
れ
る
の
は
、
近
世
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

　
す
な
わ
ち
、
笠
原
正
夫
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
紀
州
で
「
浦
」
が
「
村
」
と
区
別

さ
れ
た
公
称
と
し
て
定
着
す
る
の
は
、
南
紀
徳
川
氏
統
治
時
代
の
一
六
五
〇
年
代
～

六
〇
年
代
と
さ
れ
る
。「
浦
」
が
「
村
」
と
異
な
っ
た
行
政
区
名
と
な
る
際
に
基
準

と
な
っ
た
の
が
、
加
子
役
（
水
主
役
）
の
負
担
で
あ
っ
た
。
笠
原
氏
は
、
近
世
的
な

貢
租
体
系
の
確
立
と
と
も
に
、
夫
役
負
担
の
「
村
」
と
加
子
役
負
担
の
「
浦
」
と
の

区
分
が
制
度
化
さ
れ
、
地
先
の
漁
場
の
占
有
権
も
加
子
役
を
負
担
す
る
「
浦
」
に
与

え
ら
れ
る
こ
と
で
、
近
世
的
漁
業
秩
序
を
と
も
な
う
浦
方
制
度
が
成
立
す
る
と
説
明

し
て
い
（
（
（

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
船
お
よ
び
操
船
技
能
を
所
持
す
る
加
子
の
徴
発
は
、
海
辺
部
住
民
に

課
せ
ら
れ
た
中
世
以
来
の
軍
役
に
起
源
を
も
つ
。
笠
原
氏
に
よ
る
と
、
中
世
の
熊
野

水
軍
の
系
譜
を
引
く
熊
野
地
方
海
辺
の
土
豪
は
、
桑
山
・
藤
堂
・
九
鬼
の
各
氏
が
大

名
に
成
長
し
て
い
く
過
程
で
、
彼
ら
の
配
下
に
吸
収
さ
れ
、
豊
臣
政
権
下
の
水
軍
と

な
っ
て
い
く
。
土
豪
た
ち
は
、
家
臣
と
し
て
軍
役
を
は
た
す
た
め
に
領
内
か
ら
加
子

や
船
を
徴
発
し
、
文
禄
・
慶
長
の
役
に
は
徴
発
さ
れ
た
加
子
も
出
陣
し
て
い
（
（
（
る
。
関

ヶ
原
の
戦
い
の
後
に
入
部
し
た
浅
野
氏
は
加
子
役
徴
収
を
徹
底
化
し
、
慶
長
十
六
年

（
一
六
一
一
）
八
月
十
八
日
に
「
加
太
浦
よ
り
錦
浦
迄
加
子
米
究
（
（
（

帳
」（
以
下
、「
加

子
米
究
帳
」）
を
作
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
の
加
子
役
は
中
世
の
旧
荘
単
位
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氏
は
想
定
し
て
い

（
（1
（
る
。
一
方
、
中
心
地
区
の
加
太
自
体
は
、
十
五
世
紀
以
降
「
潟
」

の
上
に
漁
民
、
商
手
工
業
者
、
海
上
輸
送
業
者
、
農
民
が
混
住
す
る
町
場
を
形
成

し
、
瀬
戸
内
海
航
路
と
太
平
洋
航
路
と
を
結
ぶ
中
継
湊
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
に
な
（
（1
（
る
。

　
日
高
郡
の
印
南
浦
［
27
］
を
荘
域
に
含
む
中
世
の
印
南
荘
も
「
六
ケ
村
」
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
（
（1
（

た
。「
六
ケ
村
」
の
個
別
村
名
は
未
詳
だ
が
、
天
保
十
年
（
一
八

三
九
）
の
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
印
南
荘
は
中
村
・
宇
杉
村
・
光
川
村
・

西
山
口
村
・
東
山
口
村
・
印
南
原
村
か
ら
成
り
、
そ
の
う
ち
中
村
・
宇
杉
村
・
光
川

村
の
三
村
を
あ
わ
せ
た
も
の
が
印
南
浦
で
あ
る
と
い
う
。
印
南
浦
を
構
成
し
た
三
村

は
河
口
・
海
辺
部
に
立
地
し
、
そ
の
他
の
村
々
は
印
南
川
沿
い
に
分
布
し
て
い
（
（1
（

た
。

永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
八
月
吉
日
の
中
西
常
知
道
者
売
（
（1
（

券
に
は
、「
本
郷
」「
さ
か

も
と
」「
い
か
る
川
」「
中
村
」「
山
口
」「
山
口
本
郷
」「
中
村
山
口
」
と
い
う
印
南

荘
内
の
七
つ
の
小
名
が
見
え
る
が
、
こ
の
う
ち
「
い
か
る
川
」「
中
村
」
は
海
辺

部
、「
山
口
」
は
印
南
川
沿
い
に
立
地
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
（
（1
（

で
、『
紀
伊
続
風

土
記
』
が
示
す
印
南
荘
の
範
囲
は
お
お
よ
そ
中
世
の
荘
域
と
合
致
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
る
。

　
在
田
郡
の
湯
浅
浦
［
18
］
は
、
荘
域
内
の
河
口
部
に
あ
っ
た
「
潟
」
の
上
に
形
成

さ
れ
た
中
世
の
町
場
を
継
承
し
て
い
る
点
で
、
加
太
浦
と
共
通
し
た
な
り
た
ち
を
有

し
て
い
る
。
湯
浅
荘
は
広
川
・
山
田
川
の
流
域
と
湯
浅
湾
に
面
す
る
海
辺
部
か
ら
成

る
荘
園
で
、「
加
子
米
究
帳
」
の
［
17
］
多
・
栖
原
（
田
浦
・
栖
原
浦
）
も
荘
域
に

含
む
。
高
橋
修
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
山
田
川
の
河
口
部
に
潟
湖
が
あ
り
、
そ
こ
が

湊
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
十
二
世
紀
に
広
川
・
山
田
川
の
沖
積
平
野
が
安
定
す

る
と
、
在
地
領
主
で
あ
る
湯
浅
氏
が
主
導
し
て
、「
湯
浅
」
の
町
場
が
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
（
（1
（

る
。

　
海
部
郡
の
桝
浦
［
14
］
は
、
漁
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
椒
浜
村
に
相
当
す
る
。
椒
浜

村
は
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
が
「
漁
を
な
さ
す
」
と
記
す
椒
里
村
と
と
も
に
、
中
世

に
さ
か
の
ぼ
る
と
椒
荘
の
荘
域
内
に
位
置
す
（
（1
（
る
。
有
田
川
下
流
右
岸
に
位
置
し
た
椒

と
、
全
て
の
近
世
浦
の
立
地
に
関
す
る
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
の
記
述
を
ま
と

め
た
表
を
作
成
し
た
（
表
1
）（

（
（

。
こ
の
表
に
よ
る
と
、
海
部
郡
・
名
草
郡
・
在
田
郡

で
は
ほ
と
ん
ど
の
浦
の
所
在
地
が
中
世
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
所
領
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
る
が
、
日
高
郡
と
牟
婁
郡
に
つ
い
て
は
中
世
史
料
に
現
れ
な
い
地
名
が
一
定

数
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
史
料
の
残
存
状
況
に
も
左
右
さ
れ
判
断
は
難
し
い

が
、
と
く
に
熊
野
灘
沿
岸
で
は
近
世
に
入
り
初
め
て
行
政
単
位
化
し
た
浦
も
あ
る
程

度
存
在
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
山
本
氏
が
指
摘
し
た
二
点
目
に
関
し
て
は
、
近
世
浦
の
大
半
が
河
口
も
し
く
は
湾

入
部
に
立
地
し
た
こ
と
は
表
1
か
ら
も
読
み
と
れ
、
浦
の
多
く
が
湊
と
し
て
の
条
件

も
備
え
て
い
た
と
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
白
石
論
文
は
、
熊
野
地
域
に
対
象
を
限
定
し
て
い
る
が
、「
加
子
米
究
帳
」
に
見

え
る
近
世
浦
ご
と
に
港
津
と
中
世
城
館
と
の
関
係
を
追
究
し
た
論
考
で
あ
る
。
新
谷

和
之
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
紀
伊
国
で
は
港
津
の
支
配
が
各
時
代
の
地
域
権
力
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
の
（
（1
（

で
、
地
域
権
力
の
拠
点
で
あ
る
城
館
と
港
津
の
関
係

を
押
さ
え
て
い
く
方
法
に
よ
り
、
港
津
を
含
む
地
域
の
社
会
構
造
が
よ
り
具
体
的
に

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
白
石
論
文
と
の
重
複
を
避
け
、
中

世
海
辺
部
の
港
津
に
と
ど
ま
ら
な
い
所
領
と
し
て
の
性
格
と
軍
事
面
以
外
の
諸
側
面

に
つ
い
て
、
紀
州
全
域
を
対
象
に
俯
瞰
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
2
）「
荘
」

　「
加
子
米
究
帳
」
に
現
れ
る
近
世
浦
と
同
じ
地
名
を
冠
し
た
中
世
荘
園
（「
荘
」）

が
、
十
三
例
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
海
部
郡
の
加
太
組
［
1
］
に
つ
い
て
見
て
み
よ

う
。
加
太
浦
は
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に
日
野
村
・
深
山
村
・
大
川
浦
を
分
村

し
、
ま
た
本
脇
浦
・
磯
脇
浦
も
加
太
浦
か
ら
の
出
村
で
成
立
し
た
と
い
う
（
（1
（

が
、
中
世

に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
賀
太
荘
内
で
、
加
太
・
日
野
・
深
山
・
大
川
・
磯
脇
が
本
荘

を
構
成
し
、
本
脇
は
新
荘
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
六
つ
の
集
落
は
景
観
的
に
は
独
立
し

て
い
た
が
、
本
脇
と
磯
脇
は
加
太
か
ら
の
入
植
で
集
落
が
形
成
さ
れ
た
と
蔵
持
重
裕
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番号 近世浦名 現行政地区名 中世所領名 立地
＊『角川日本地名大辞典』30 和歌山県、24 三重県より引用

1
加太組 和歌山県和歌山市加

太
（海部郡）賀太荘 【加太】和泉山脈の西端に位置する。西部は加太湾沿岸の

低地と加太湾に注ぐ加太谷川の狭い沖積地、北部と東部お
よび南部は小起伏の丘陵性山地。西方海上に友ケ島がある。

2

松江組 和歌山県和歌山市松
江 ・ 松 江 北 ・ 松 江
中・松江西・松江東

（名草郡）松江（雑賀
五組の十ケ郷の内）

【松江】紀ノ川河口右岸に発達した松江砂丘と後背湿地に
位置し、東を土入川が、北を新堀川が流れる。松江砂丘は
沿岸州として発達、その内側は紀ノ川の流路の変遷があ
り、砂丘背後の土入地区に湿地が残った。

3
湊浦 和歌山県和歌山市湊（海部郡）雑賀荘湊村 【湊】古くは紀伊湊と称し、古代から交通・軍事上の要衝

であった。湊の位置には変遷があり、現在は紀ノ川河口両
岸に位置する。

4

岡町 和歌山県和歌山市手
平・小雑賀

（海 部 郡）雑 賀 荘 岡
（雑賀五組の雑賀の内）

【岡】紀ノ川の支流雑賀川（和歌川）沿いに位置し、和歌
山城のある岡山に続く低い丘陵の東側に接する。西部の砂
山を岡山といい、岡山の東を岡の谷、その南東を岡島と呼
んだ。いずれも砂丘第一列の丘陵をさす岡山の名に由来す
る（続風土記）。

5 雑賀浦 和歌山県和歌山市雑
賀崎

（海部郡）雑賀荘（雑
賀五組の内）

【雑賀崎】和歌浦湾の西方に突き出た岬の先端部に位置す
る。

6

小雑賀浦 和歌山県和歌山市小
雑賀

（海部郡）小雑賀 【小雑賀】和歌山平野の南部、和歌川下流の左岸に位置
し、旧紀ノ川河口の低湿な三角州に立地する。地名は、旧
海部郡雑賀荘の諸村が雑賀川（現和歌川）以西に位置する
のに、当地のみが雑賀川の東岸にあり名草郡神宮郷にかこ
まれていたことによるという（続風土記）。

7

毛見舟尾 和歌山県和歌山市毛
見、海南市船尾

（名草郡）毛見郷、船
尾郷（ともに日前・国
懸宮領神宮郷）

【毛見】和歌浦湾に面し、亀の川河口左岸に位置する。海
岸部は名草ノ浜と称される。

【船尾】黒江湾北岸に位置し、北部は小高い山地で、南部
は埋立地。

8

日方浦 和歌山県海南市日方（名草郡）三上荘大野
郷日方村（日方浦）

【日方】海南港に注ぐ日方川下流域に位置する。北部には
城が峰などの小山があるが、大部分は平坦地で、日方川の
沖積によって中世に陸地化したものと考えられる。地名は
干潟が転じたものという（紀伊国名高浦名所旧跡便知）。

9
名高浦 和歌山県海南市名高（名草郡）三上荘大野

郷名高村（中方浦）、
名高浦（←歌枕）

【名高】黒江湾東岸、山田川下流に位置する。

10

鳥居・藤
白・清水

和 歌 山 県 海 南 市 鳥
居・藤白・冷水

（名草郡）三上荘大野
郷鳥居村（鳥居村内に
藤白浦・冷水浦）、冷
水は単独で冷水郷や清
水浦とも見える。

【鳥居】黒江湾の東岸から藤白山脈の稜線までの北斜面に
位置する。地名の由来は、熊野権現の一の鳥居があったこ
とによるという（続風土記）。熊野街道が通り、祓戸王子
跡がある。

【藤白】黒江湾南岸からその南につながる藤白山脈の稜線
までに位置する。地名の由来は、藤の木が多く繁茂してい
たことによるという説がある（続風土記）。

【冷水】黒江湾南岸に位置する。地名は、つめたい水が湧
き出たことにちなむといい、清水、志水とも書いたという

（続風土記）。背後の山を熊野街道が通り、藤白峠付近に巨
勢金岡の伝説で知られる筆捨松がある。

11
塩津浦 和歌山県海南市下津

町塩津
（海 部 郡）浜 仲 荘 塩
津、単独で塩津浦とも
見える。

【塩津】藤白山脈の北斜面に位置し、海に面す。

12 大崎浦 和歌山県海南市下津
町大崎

（海 部 郡）浜 仲 荘 大
崎、のち黒田村大崎

【大崎】藤白山脈の西端、紀伊水道へ突出した所に位置す
る。地名は、この立地によるという（続風土記）。

13
下津浦 和歌山県海南市下津

町下津
（海 部 郡）浜 仲（南）
荘下津浦、単独で下津
村とも見える。

【下津】下津湾の南岸、湾奥に位置する。長峰山脈の支脈
が海にせまり、東西に狭長で平野は少ない。地名は、旧浜
仲荘の上村に対する下津と思われる。

14

桝（はじ
かみ）浦

和歌山県有田市初島
町浜

（海部郡）椒荘、（在田
郡）薑村

【椒浜】紀伊水道に面し、有田川河口右岸に位置する。地
内には弥生後期の地ノ島遺跡、土師器・須恵器の出土する
椒浜遺跡、浜古墳などがあり、その出土品より早くから大
陸と交渉のあったことがわかる。

15 北湊浦 和歌山県有田市港町 ― 【北湊】有田川河口右岸に位置する。

表 1　紀州浦方の近世と中世
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番号 近世浦名 現行政地区名 中世所領名 立地
＊『角川日本地名大辞典』30 和歌山県、24 三重県より引用

16
箕嶋浦 和歌山県有田市箕島（在田郡）蓑島 【箕島】有田川下流右岸に位置する。地名について「続風

土記」には「在田川の海口にありて島の形をなし、其形箕
に似たる義ならん」とある。

17

多・栖原 和歌山県有田郡湯浅
町田・栖原

（在 田 郡）湯 浅 荘 多
村・栖原村（須原村、
巣原村とも書く）、地
名で巣原之浜も見える。

【田】有田川下流左岸、紀伊水道の湯浅湾に面して位置す
る。

【栖原】紀伊水道湯浅湾に面し、湾岸沖積地に位置する。
「続風土記」には「万葉集に見えたる白上礒なり、村名巣
原又須原とも書せり」とあり、砂浜の多い洲原に由来する
地名と伝える。明恵上人行場跡といわれる刈藻島、草木の
ない不毛岩が栖原沖に並ぶ。

18

湯浅浦 和歌山県有田郡湯浅
町湯浅

（在田郡）湯浅荘、地
名で湯浅入江も見える。

【湯浅】広川・山田川に囲まれた沖積地に位置し、湯浅湾
に面する。後鳥羽院が掛けたと伝える月見石、入江松原や
途中に護摩をたいたといわれる護摩壇跡、休息所なる御茶
殿などがあり、熊野参詣にまつわる伝説も多い（有田郡
誌）。戦国期の白樫城跡がある。

19
広浦 和歌山県有田郡広川

町広
（在田郡）広荘（比呂
荘・弘荘とも書く）

【広】紀伊水道湯浅広港湾に面し、広川河口左岸に位置す
る。現在の養源寺の地に中世の畠山政長の館跡が、その付
近に湯河氏の館跡がある。

20
衣奈浦 和歌山県日高郡由良

町衣奈
（海部郡）衣奈園、衣
奈荘（ともに石清水八
幡宮領）

【衣奈】日高郡北部の沈降湾、衣奈湾に面する。地名由来
は、近年の説では、イナからの転語エナは砂を意味し、海
辺の砂浜に由来するのではないかという。

21
横浜浦 和歌山県日高郡由良

町里
― 【里】由良川下流の沖積地に位置し、由良湾に面する。地

内横浜の地名は、その位置が曲折して海にむかうことによ
るという（続風土記）。

22 網代浦 和歌山県日高郡由良
町網代

― 【網代】由良川河口に位置し、由良湾に面する。

23

比井浦 和歌山県日高郡日高
町比井

（海部郡）比井郷 【比井】紀伊水道に面するリアス式海岸に位置する。地名
は南東にある日ノ御埼に由来するという（続風土記）。天
正末年湯河直春が築城、弟弘春が入った天路山城（比井
城）跡がある。

24

その・よ
し原

和歌山県御坊市薗、
日高郡美浜町吉原

（日高郡）薗財荘、ヨ
シハラ

【薗】日高川河口右岸に位置する。
【吉原】太平洋に面する。和田砂丘列がのびて旧入江をせ
きとめ、地内東端を南流する西川とで低湿地をつくってい
る。古くから葦が群生しており、地名のおこりは葦原の意
と思われる。

25 名屋浦 和 歌 山 県 御 坊 市 名
屋・名屋町

― 【名屋】日高川河口右岸に位置する。

26

北南塩屋
浦

和歌山県御坊市塩屋
町北塩屋・南塩屋

（日高郡）塩屋、地名
で地内の甘田が見える。

【北塩屋】日高川河口左岸に位置する。塩屋の地名は、か
つて塩焼きの地であったことに由来するという（続風土
記）。

【南塩屋】王子川左岸に位置し、太平洋に面する。

27

印南浦 和歌山県日高郡印南
町印南

（日高郡）印南荘 【印南】印南川の河口に位置する。「続風土記」によれば、
地名は海部（うなえ）の転語であろうという。大神宮遺
跡、東光寺宝篋印塔、叶王子跡、富王子跡、要害山城跡が
ある。

28

南部浦 和歌山県日高郡みな
べ町

（日高郡）南部荘（南
陪・三鍋とも書く）

【南部湾】太平洋に面した穏やかな円弧状の湾。海岸は南
部川によって運搬された砂礫が堆積した砂浜海岸をなして
いるが、遠浅でないため水泳禁止区域になっている。海岸
から約 1km 沖に無人の小島、鹿島があり、磯釣りのメッ
カになっている。

29

下早浦 和歌山県田辺市芳養
町

（牟婁郡）芳養荘下芳
養

【下芳養】芳養川下流域および支流の田川流域に位置し、
南は芳養湾に臨む。地名は、芳養谷の下流部に位置するこ
とに由来する。「続風土記」には「下村一村は海浜にあり
て農漁相雑る、芋村より上は川を挟み山に傍ひて村をな
す」と述べている。井原の西にある泊山城跡は、中世湯河
氏の城であったが、豊臣秀吉の家臣杉若越後守が天正年間
に入城した。
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番号 近世浦名 現行政地区名 中世所領名 立地
＊『角川日本地名大辞典』30 和歌山県、24 三重県より引用

30

田辺江川 和歌山県田辺市江川（牟婁郡）田辺荘（熊
野本宮領）、地名とし
て田辺、田辺湊、牟婁
津、室の江、大方浦も
見える。

【江川】会津川河口右岸に位置する。地名は河口に位置す
ることによる。

31 田辺宿浦 和歌山県田辺市磯間 ― ―

32
田辺瀬戸
鉛山

和歌山県西牟婁郡白
浜町白浜・瀬戸・東
白浜・湯崎

― 【瀬戸鉛山村】太平洋に面し、南は田辺湾に臨む。

33

富田浦 和歌山県西牟婁郡白
浜町富田

（牟婁郡）富田村（熊
野那智大社領）、富田
荘

【富田】富田川河口の沖積地に位置する。地名は、土地が
広く、肥沃であることによるという。地内の日神社は平安
末期の開基と伝えられ、正平 6 年・元亀 3 年・文禄 5 年の
棟札を所持し、日神社本殿とこれらの棟札は県文化財に指
定されている。

34
朝無（羅）
岐浦

和歌山県西牟婁郡白
浜町椿

（牟婁郡）あさらき 【朝来帰】富田川の南方、山地と磯にはさまれた入江に位
置する。地内を見草川・朝来帰川が流れ、西部は太平洋に
面する。地内の山中に椿タタラ遺跡がある。

35

安宅日置
浦・いち
ゑうら

和歌山県西牟婁郡白
浜町安宅・日置

（牟婁郡）安宅荘、安
宅 村（熊 野 那 智 大 社
領）、日置

【安宅】日置川下流の左岸沖積地に位置する。地内には戦
国期の安宅本城・八幡山城・勝山城などの城跡がある。

【日置】日置川が枯木灘へ注ぐ河口右岸の砂丘地帯に位置
する。

36

周参見浦 和歌山県西牟婁郡す
さみ町周参見

（牟婁郡）周参見荘、
周参見村（熊野那智大
社領）

【周参見】周参見川と太間川下流域の沖積地に位置し、南
は太平洋に面する。湾内の稲積島が枯木灘の荒波をふさ
ぎ、天然の良港をつくっている。地名は、浪風が激しいこ
の地の海にちなみ（続風土記）、すさぶ海がすさ海にな
り、さらに周参見となったと伝える。神田山に神田城址、
秋葉山に周参見氏城館跡、大日山に中山城址などがある。

37
見老津浦 和歌山県西牟婁郡す

さみ町見老津
― 【見老津】見老津・長柄川下流域に位置し、南は枯木灘に

面する。荒磯であるが、戎島が天然の防波堤となって見老
津港を守る。

38 江住浦 和歌山県西牟婁郡す
さみ町江住

― 【江住】江住川流域に位置し、南は枯木灘に面する。

39 里之浦 和歌山県西牟婁郡す
さみ町里野

（牟婁郡）里之うら 【里野】里野西池川流域に位置し、南は枯木灘に面する。
付近の海岸は荒磯である。中山には中山城屋敷跡がある。

40

和深浦 和歌山県東牟婁郡串
本町和深

（牟婁郡）わふか 【和深】和深川流域に位置し、南は枯木灘に面する。地名
は、海湾で水深の深い地形に由来するという（続風土
記）。北方の牟礼山は和深富士と呼ばれ、古歌に詠まれ
た。牟礼山の脚下、小河口の山中に小河丸城址がある。

41 田子浦 和歌山県東牟婁郡串
本町田子

（牟婁郡）田子郷 【田子】田子川流域に位置し、南は枯木灘に面する。

42 江田浦 和歌山県東牟婁郡串
本町江田

― 【江田】江田川流域に位置し、南は江田湾に面する。

43 田並浦 和歌山県東牟婁郡串
本町田並

― 【田並】田並川下流域に位置し、田並湾に面する。

44 有田浦 和歌山県東牟婁郡串
本町有田

― 【有田】有田川下流域に位置し、南部は有田湾に面する。

45 あつまミ
たかはま

和歌山県東牟婁郡串
本町高富

― ―

46

串本・い
つも・上
野

和歌山県東牟婁郡串
本町串本・出雲・潮
岬

― 【串本】潮岬と紀伊半島を結ぶ砂州上に位置し、東に下
浦、西に上浦の両浜が迫る。

【出雲】陸繫島である潮岬の東海岸部に位置する。
【上野】潮岬に位置する。

47

大しま・
すゑ・い

（か）しの

和歌山県東牟婁郡串
本町大島・須江・樫
野

― 【大島】串本から海を隔て約 1.8km 東に位置する島。
【須江】大島の中央南部に位置し、須江崎が南の太平洋に
突出する。

【樫野】大島東部に位置し、樫野崎が東の太平洋に突出す
る。

48

古座浦 和歌山県東牟婁郡串
本町古座

（牟婁郡）小座浦 【古座】熊野灘に面し、古座川河口左岸に位置する。地名
は、重山滝姫神にちなむ神蔵が転訛したものと伝える。地
内上野山には戦国期の高川原貞盛・家盛の虎城山城跡およ
び同氏菩提寺の青原寺がある。
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49 下田原浦 和歌山県東牟婁郡串
本町田原

― 【下田原】熊野灘に面し、田原川下流域に位置する。

50 浦神浦 和歌山県東牟婁郡那
智勝浦町浦神

― 【浦神】熊野灘の浦神湾奥沿岸に位置する。

51 粉白浦 和歌山県東牟婁郡那
智勝浦町粉白

― 【粉白】熊野灘の浦神湾に面し、太田川下流右岸に位置す
る。

52

下里浦 和歌山県東牟婁郡那
智勝浦町下里

（牟婁郡）下里 【下里】熊野灘の浦神湾に面し、太田川下流域に位置す
る。地内には中世の下里城跡がある。当地の太田川左岸
600m を隔てた所に形成された下里古墳から 500m 海岸寄
りの畑地からは、鎌倉期の住居跡から出土したと思われる
土師器・陶器類が発見されている（那智勝浦町史上）。

53

太地浦 和歌山県東牟婁郡太
地町太地

（牟婁郡）泰地 【太地】熊野灘に面する。一部は海岸段丘、半島状に海へ
突き出た地形をなす。天正年間ごろ泰地頼虎が築いたとい
う泰地城跡があり、また上野台地には和田氏が居住したと
伝える和田城跡がある（城郭大系）。

54 森之浦 和歌山県東牟婁郡太
地町森浦

― 【森浦】与根子川河口の沖積地に位置し、森浦湾に面する。

55

那智之か
つら

和歌山県東牟婁郡那
智勝浦町勝浦

（牟婁郡）葛浦 【勝浦】熊野灘の那智湾に面し、那智川河口に位置する。
地名は、かずらのように長くのびる地形にちなむという。
中の島・鶴島などに囲まれた天然の良港勝浦港があり、そ
の周辺から温泉が湧出する。

56 那智天満 和歌山県東牟婁郡那
智勝浦町天満

（牟婁郡）天満 【天満】熊野灘の那智湾に面し、那智川河口右岸に位置す
る。地名は、天神社の存在に由来するという。

57 宇久井浦 和歌山県東牟婁郡那
智勝浦町宇久井

（牟婁郡）宇久井（宇
久比とも書く）

【宇久井】熊野灘に面し、那智湾北岸の陸繫の砂上に位置
する。

58 三輪崎浦 和歌山県新宮市三輪
崎

（牟婁郡）箕輪崎（三
輪崎とも書く）

【三輪崎】熊野灘に面し、佐野川流域に位置する。

59
新宮浦 和歌山県新宮市新宮（牟婁郡）新宮、新宮

湊、新宮浦
【新宮】熊野（新宮）川河口付近の沖積地に位置する。熊
野川河口付近には、浅野氏、水野氏がよった新宮（丹鶴）
城址がある。

60 鵜殿浦 三重県南牟婁郡紀宝
町鵜殿

（牟婁郡）鵜殿荘 【鵜殿】熊野川（新宮川）河口の東岸に位置する。古くは
新宮の神領で、熊野野党の 1 つ鵜殿氏の本拠地であった。

61

阿田和浦 三重県南牟婁郡御浜
町阿田和

（牟婁郡）阿田和村 【阿田和】熊野灘に注ぐ尾呂志川下流域の平地に位置す
る。地内に古戦場跡があり、新宮領主堀内氏が有馬領主有
馬孫三郎を攻めた時に、有馬方がここに城を築いて防戦し
たと伝えられる。

62
木ノ本浦 三重県熊野市木本町（牟婁郡）鬼本 【木本】熊野灘に臨む片浜地域に位置し、西郷川が地内を

流れる。地内に本城跡があり、応永年間に本城城主が浅里
山城守であったことが「紀伊国名所図会」に見える。

63

小泊浦 三重県熊野市磯崎町 ― 【古泊】熊野灘に面する泊湾北東に位置し、海上に波越
（箱）島・志津久志島などの小島がある。地名の由来は、
大泊に対する小泊の意味という（紀伊続風土記）。堀内氏
は伊勢国司北畠氏と対抗し、永禄 11 年に当地猪の鼻城で
合戦をした。

64

遊木浦 三重県熊野市遊木町 ― 【遊木】熊野灘に面する新鹿湾の東部、遊木川下流域に位
置する。大永 4 ～ 5 年ごろ有馬氏のお家騒動で鬼ヶ城合戦
があったが、そのときすでに遊木氏の名が見える（改正史
籍集覧所載太田水責記附録）。

65 二木嶋浦 三重県熊野市二木島
町

― 【二木島】東方を熊野灘に面する二木島湾沿岸、逢川流域
に位置する。

66
二木嶋之
里

三重県熊野市二木島
里町

― 【二木島里】東方を熊野灘に面する二木島湾沿岸に位置す
る。「寛文元年記」に城跡 3 か所ありとあるが、これは永
禄年間の大日山城の遺構と比定される。

67 ふ（ほ）ノ
浦

三重県熊野市甫母町 ― 【甫母】東方を熊野灘に面する二木島湾岸に位置する。

68
須野浦 三重県熊野市須野町 ― 【須野】東は熊野灘に面し、楯ケ崎の北、神須ノ鼻の南の

小湾に位置する。天正以前に塩焼が開始されていたらし
く、塩釜跡に焼石などが残存していた。

69 かちか浦 三重県尾鷲市梶賀町 ― 【梶賀】熊野灘のうち賀田湾南岸に位置する。南背後は山
がせまり、山裾のわずかな平地に人家が密集する。
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70
曽禰浦 三重県尾鷲市曽根町 ― 【曽根】熊野灘のうち賀田湾南岸に位置する。城山北麓に

ひらけた段丘上に耕地が広がり、海岸付近に集落が密集す
る。

71 加田浦 三重県尾鷲市賀田町 ― 【賀田】熊野灘のうち賀田湾の南西岸、古川流域の平地に
位置する。

72 古江浦 三重県尾鷲市古江町 ― 【古江】熊野灘のうち賀田湾西岸に位置する。山裾の階段
状斜面に人家が密集し、四季温暖の地である。

73
三木ノ里 三重県尾鷲市三木里

町
（牟婁郡）三木荘、三
鬼島

【三木里】熊野灘のうち賀田湾北西岸、八十川と沓川に挟
まれた丘陵台地上に位置する。中央を山後川が流れる。集
落は台地上に集まり八十川・沓川の流域に農地がひらける。

74 こわきゑ
ひき

三重県尾鷲市小脇町（牟婁郡）三木荘 【小脇】熊野灘のうち賀田湾北岸に位置する。山裾のわず
かな平地に少数の人家がある。

75

三木之浦 三重県尾鷲市三木浦
町

（牟婁郡）三木荘 【三木浦】熊野灘のうち賀田湾の北岸に位置する。集落
は、谷ノ山南麓の海際に密集し、四季温暖の地である。三
鬼新八郎の居城という三木城は現在三木小学校の地とな
り、城山だけは残る。

76 さかり松 三重県尾鷲市盛松 （牟婁郡）三木荘 【盛松】熊野灘のうち賀田湾東岸に位置する。

77 早田浦 三重県尾鷲市早田町（牟婁郡）三木荘 【早田】熊野灘のうち明神崎と橋掛崎に囲まれた早田湾奥
に位置する。湾奥のわずかな平地に人家が集まる。

78
九鬼浦 三重県尾鷲市九鬼町（志摩国）九木荘 【九鬼】熊野灘のうち九木崎の南部に位置する。集落は、

九鬼湾の北岸に密集する。集落の北は八鬼山山系の東端が
頂山となり、さらに東にのびて九木崎となる。

79 尾鷲浦 三重県尾鷲市 （志摩国）おハしのう
ら

【尾鷲】志摩半島の南、熊野灘に面する。

80

引本浦 三重県北牟婁郡紀北
町引本浦

（志摩国）ひきもと 【引本】熊野灘に臨む引本湾に打ち寄せる波によってでき
た砂州の上に位置する。地内には、天正年間堀内安房守の
家老浜田吉祥坊国次が目代（代官）として居住した城跡が
ある。

81

須加里浦 三重県尾鷲市須賀利
町

（志摩国）須賀利御厨
（伊勢神宮領）

【須賀利】熊野灘のうち須賀利湾奥に位置する。その東に
元須賀利湾がある。須賀は砂州のことで元須賀利海岸の白
浜をさすともいう。また、地内には伊勢神宮領須賀利御厨
とともに沢浦には同神領の「佐和」があった。現在沢浦付
近には製塩土器および土師器を出土する遺跡がある。

82 嶋のかつ
ら

三重県北牟婁郡紀北
町島勝浦

― 【島勝浦】熊野灘に臨むリアス式海岸に位置する。

83 しろ浦 三重県北牟婁郡紀北
町白浦

― 【白浦】熊野灘に臨むリアス式海岸に位置する。

84 三浦 三重県北牟婁郡紀北
町三浦

― 【三浦】大瀬川河口、熊野灘に臨むリアス式海岸に立地す
る。

85 海野浦 三重県北牟婁郡紀北
町海野

― 【海野】熊野灘に臨むリアス式海岸に立地する。

86

長嶋浦 三重県北牟婁郡紀北
町長島

（志摩国）長嶋 【長島】赤羽川の流域、熊野灘に南面するリアス式海岸に
立地する。地名の由来は、江ノ浦の入江と赤羽川に囲まれ
た地域に位置することから中島と称され、それが転じて長
島となったという（紀伊続風土記）。南北朝期北畠顕能の
将加藤甚五左衛門が居城したとされる長島城は岩の壺の山
嶺にある。

87

錦浦 三重県度会郡大紀町
錦

（志摩国英虞郡）二色
郷、（志摩国答志郡）
錦 御 厨（伊 勢 神 宮
領）、錦浦

【錦】熊野灘に臨むリアス式海岸、三ケ野川が注ぐ湾に面
して位置する。古くは丹敷・二色（和名抄）とも書く。木
曽義仲の姫の金襴の打ちかけを金蔵寺に奉納したことか
ら、錦の字があてられた（錦町誌）。

注）慶長 16 年の「加子米究帳」に見える浦を全て列挙し（近世浦名は史料表記のまま）、各浦の現行政地区名・中世所領名・立地
を『角川日本地名大辞典』30 和歌山県、24 三重県などを参考に記載した。なお、本文中の［数字］表記は本表の番号と対応する。
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あ
る
。
応
永
七
年
の
年
貢
帳
に
よ
り
確
認
で
き
る
の
は
、
年
貢

を
負
担
し
た
作
職
所
有
者
に
関
し
て
で
、「
日
方
惣
村
」
が
三
四
〇
歩
の
人
給
・
佃

（
日
方
妙
見
田
と
加
田
天
王
田
を
集
積
し
た
も
の
）、「
日
方
大
夫
大
郎
」
が
「
大
工

分
」
と
し
て
一
町
五
反
余
り
の
公
田
・
人
給
の
作
職
の
権
利
を
所
持
し
て
い
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。

荘
は
、
鎌
倉
期
に
は
東
椒
荘
と
西
椒
荘
と
に
分
か
れ
た
と
み
ら
れ
（
（2
（
る
。
里
村
を
東
椒

と
し
、
浜
村
を
西
椒
と
し
た
と
す
る
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
見
解
に
従
え
（
（2
（

ば
、
里
と

浜
と
で
荘
園
を
分
割
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
以
上
の
ほ
か
「
荘
」
名
を
受
け
継
ぐ
近
世
浦
と
し
て
、
海
部
郡
の
雑
賀
浦

［
5
］、
在
田
郡
の
広
浦
［
19
］、
日
高
郡
の
南
部
浦
［
28
］、
牟
婁
郡
の
富
田
浦

［
33
］・
安
宅
浦
［
35
］・
周
参
見
浦
［
36
］・
鵜
殿
浦
［
60
］・
三
木
ノ
里
［
73
］・
三

木
之
浦
［
75
］、
志
摩
国
の
九
鬼
浦
［
78
］
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）「
園
」

　
海
部
郡
（
現
日
高
郡
）
の
衣
奈
浦
［
20
］
は
、
平
安
期
に
さ
か
の
ぼ
る
と
石
清
水

八
幡
宮
領
衣
奈
園
と
し
て
編
成
さ
れ
た
地
域
に
あ
た
る
。
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）

九
月
五
日
の
太
政
官
（
（2
（

牒
に
は
「
壱
処 

字
衣
奈
園 
海
部
郡 

水
田
肆
町
陸
段
」
と
見

え
、
石
清
水
八
幡
宮
に
対
し
て
免
田
四
町
六
反
の
領
有
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
同
文
書
に
よ
る
と
、
衣
奈
園
か
ら
石
清
水
八
幡
宮
に
は
五
月
五
日
に
御
供
和
布

（
ワ
カ
メ
）
を
、
御
放
生
大
会
の
際
に
は
還
御
坂
間
料
の
柱
松
を
勤
仕
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
神
社
領
の
「
園
」
は
、
神
の
御
饌
に
あ
て
ら
れ
る
蔬
菜
、
果
実
、
薬

草
な
ど
を
貢
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
設
定
さ
れ
た
所
領
で
あ
っ
た
（
（2
（

が
、
海
辺
部
に

位
置
し
た
衣
奈
園
の
場
合
、
海
産
物
で
あ
る
ワ
カ
メ
を
石
清
水
八
幡
宮
の
年
中
行
事

に
あ
わ
せ
て
貢
進
さ
せ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
た
だ
し
、
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
十
月
十
七
日
の
畠
山
基
国
施
行
（
（2
（
状
は
「
石
清

水
八
幡
宮
領
紀
伊
国
衣
奈
庄
事
」
と
記
し
て
お
り
、
遅
く
と
も
室
町
期
に
は
「
園
」

か
ら
「
荘
」
へ
と
位
置
づ
け
を
変
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
4
）「
御
厨
」

　「
御
厨
」
も
神
社
の
供
祭
物
や
神
饌
を
調
達
す
る
た
め
に
配
置
さ
れ
た
所
領
で
あ

る
（
（2
（
が
、
中
世
の
「
御
厨
」
に
出
自
を
も
つ
近
世
浦
は
、
志
摩
国
の
須
加
里
浦
［
81
］

と
錦
浦
［
87
］
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
地
名
も
伊
勢
神
宮
の
「
御
厨
」
と
し
て
、「
神
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月日・神事 毛見郷の浦役 船尾郷の浦役 黒江郷の浦役 三葛郷の浦役
正月 16 日 蠣 1 升許、海鼠 10 許

2 月～ 12 月の毎月朔日 立 代 100 文 ず つ ＝ 計 1 貫
100 文→酒殿守請

3 月朔日 藺引助成魚：上白冠方が納
める

3 月 3 日 御荷前魚 33
3 月晦日 御供役 700 文→上土師請 御供役 140 文→上土師

4 月朔日 御供役 700 文→大内人実房
請

御供役 140 文→大内人実房

氏神御祭（4 月上申日） 魚代 200 文許
4 月 15 日 御供役 1 貫 200 文→上白冠
珠津嶋御祭（4 月撰吉日） 魚代 3 貫文 鱧 60
4 月晦日 御供役 700 文→下土師 御供役 140 文→下土師

5 月 5 日 小 鯛 245、干 魚 30（御 供 所
ノ別当）

魚 200（編魚）

御田植（5 月下旬撰吉日） 御供役 700 文→大案主景家 御供役 140 文→大案主景家
5 月晦日 御供役 700 文→権内人守継 御供役 140 文→権内人守継
6 月 1 日 御供役 1 貫 200 文→上白冠

五上申（6 月上中旬撰吉日） 小 鯛 245、干 魚 30（御 供 所
ノ別当）

6 月 15 日 御供役 700 文→火焼景安 御供役 140 文→火焼景安
三名方祭（6 月下旬撰吉日） 魚 鱧 60
佐那振申 御供役 700 文→上土師
左上申 御供役 140 文→上土師
6 月晦日 御供役 700 文→下土師 御供役 140 文→下土師

7 月 7 日 小 鯛 245、干 魚 30（御 供 所
ノ別当）

7 月 15 日 小 鯛 245、干 魚 30（御 供 所
ノ別当）

8 月 10 日 御供役 300 文→下土師 御供役 140 文→上土師
8 月 20 日 御供役 300 文→上土師 御供役 140 文→上土師
8 月晦日 御供役 140 文→下土師
静火御祭（9 月 15 日） 魚
9 月 15 日 御供役 900 文→上白冠

丹生大明神入御時（9 月 17 日） 魚（請 物 有、米 7 斗 5 升 公
文所下行）

藺引御祭（10 月 15 日以前撰吉日）魚代 3 貫文 用途 600 文（鱧 60 代也）
珠津嶋御祭（10 月撰吉日） 魚代 3 貫文
調庸御祭・夜（10 月下旬撰吉日）魚代（料田一丁八段より） 黒江蠣 三葛蛤
氏神御祭（11 月上申日） 魚代 200 文許
相嘗御祭御解除夜（11 月 15 日） 魚代 200 文
11 月 15 日 御供役 300 文→上白冠請
相嘗御祭大集夜（11 月 18 日） 魚代（料田一丁八段より） 黒江蠣 三葛蛤
相嘗御祭御解除夜（12 月 16 日） 魚代 200 文
相嘗御祭大集夜（12 月 19 日） 魚代（料田一丁八段より） 黒江蠣 三葛蛤

注）『日前宮文書太神宮神事記』記載の浦役を一覧にした。神事の日程については、伊藤信明「日前・国懸宮の応永六年神事記に
ついて」を参照した。

表 2　日前宮領の浦役

　
海
部
郡
の
塩
津
浦
［
11
］
と

下
津
浦
［
13
］
は
、
中
世
に
さ

か
の
ぼ
る
と
浜
仲
荘
に
属
し
た

が
、
中
世
史
料
に
「
塩
津
浦
」

「
下
津
浦
」
の
浦
名
を
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
。
浜
仲
荘
は

摂
関
家
領
で
あ
っ
た
が
、
本
家

職
が
近
衛
家
か
ら
仁
和
寺
に
移

っ
た
後
、
文
永
元
年
（
一
二
六

四
）
に
南
方
・
北
方
に
下
地
中

分
さ
れ
、
南
方
は
領
家
の
仁
和

寺
・
金
剛
心
院
が
、
北
方
は
地

頭
の
湯
浅
氏
が
支
配
す
る
こ
と

と
な
（
（3
（

る
。
永
仁
六
年
（
一
二
九

八
）
十
一
月
十
九
日
の
浜
仲
南

荘
惣
田
数
注
進
状
（
（3
（

写
に
は
「
三

反 

下
津
浦
堂
免
」
と
あ
り
、

「
下
津
浦
」
が
浜
仲
南
荘
に
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

湯
浅
党
の
一
員
で
あ
っ
た
貴
志

宗
朝
（
沙
弥
道
智
）
は
貞
治
元

年
（
一
三
六
二
）、
貴
志
朝
綱

に
対
し
て
所
領
を
ま
と
め
て
譲

与
し
て
い
る
が
、
そ
の
譲
状
に

「
塩
津
浦
地
頭
職
」
が
見
え
、

「
塩
津
浦
」
が
地
頭
職
の
所
領

単
位
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
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同
じ
で
、「
阿
多
和
村
役
五
六
両
会
」
と
い
う
熊
野
山
新
宮
の
神
役
が
抑
留
さ
れ
る

事
件
を
受
け
て
提
出
さ
れ
た
請
文
で
、
阿
多
和
が
熊
野
速
玉
大
社
に
対
し
て
神
役
を

果
た
す
「
村
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
他
、
中
世
の
「
村
」
名
を
継
承
し
た
近
世
浦
と
し
て
は
、
海
部
郡
の
湊
浦

［
3
］
と
岡
町
［
4
］、
名
草
郡
の
鳥
居
・
藤
白
・
清
水
［
10
］
の
う
ち
鳥
居
が
該
当

す
る
。

二
　
中
世
海
辺
部
の
交
通
・
生
業
・
開
発

　
紀
州
海
辺
部
の
中
世
に
お
け
る
所
領
編
成
は
「
浦
」
支
配
に
収
斂
し
な
か
っ
た
と

は
い
え
、
海
辺
部
が
う
み
だ
す
産
物
や
営
み
は
多
様
な
制
度
的
枠
組
み
を
通
し
て
捕

捉
さ
れ
て
い
た
様
相
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
基
本
的
な
事
実
を
ふ
ま
え

た
う
え
で
、
中
世
海
辺
部
の
特
徴
を
交
通
・
生
業
・
開
発
の
観
点
か
ら
把
握
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

（
1
）
交
通

　
紀
州
に
お
け
る
海
辺
部
の
重
要
性
は
港
津
と
し
て
の
機
能
か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
中
世
に
関
し
て
も
港
津
や
海
上
交
通
の
実
態
、
河
口
部
を
本
拠
と
し
た
熊

野
水
軍
の
広
域
的
な
活
動
な
ど
に
つ
い
て
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
中

世
紀
州
に
お
け
る
港
津
や
交
通
（
物
流
と
交
流
）
に
関
し
て
は
近
年
、
新
谷
和
之
氏

と
綿
貫
友
子
氏
が
論
点
整
理
を
行
っ
て
い
る
の
（
（4
（

で
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
交
通
の
観

点
か
ら
み
た
中
世
紀
州
海
辺
部
の
特
徴
を
摘
記
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
の
特
徴
は
、
東
国
と
西
国
と
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
発
着
・
中
継
地
と
し
て
の

機
能
で
あ
る
。
か
つ
て
網
野
善
彦
氏
は
、
賀
茂
社
領
紀
伊
国
紀
伊
浜
御
厨
に
属
す
る

久
見
和
太
供
祭
人
が
、
十
二
世
紀
末
に
「
板
東
丸
」・「
東
国
」
と
呼
ば
れ
る
船
を
保

持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
船
が
紀
伊
半
島
を
回
り
、
東
国
、
板
東
に
い
た
る
航

路
を
活
動
の
舞
台
に
し
て
い
た
と
推
測
し
（
（4
（
た
。
そ
の
後
、
矢
田
俊
文
氏
は
「
加
子
米

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
本
譲
状
で
は
「
黒
田
村
大
崎
地
頭
職
」
も
譲
ら
れ
て
い

る
（
（3
（

が
、
こ
の
大
崎
は
近
世
の
大
崎
浦
［
12
］
と
つ
な
が
る
地
名
で
あ
る
。
こ
の
時
点

で
大
崎
は
黒
田
村
に
属
し
て
い
た
が
、
塩
津
浦
と
同
様
、
地
頭
職
が
設
定
さ
れ
る
単

位
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
海
辺
部
所
領
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
牟
婁
郡
で
は
熊
野
那
智
大
社
の
旦
那
関
係
文
書
に
「
浦
」
地
名
が
散
見
さ
れ
る
。

那
智
之
か
つ
ら
［
55
］
に
つ
な
が
る
地
名
は
、
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
十
一
月
十

一
日
の
旦
那
譲
（
（3
（
状
に
記
さ
れ
た
御
師
の
名
前
「
葛
浦
左
衛
門
入
道
」
に
認
め
ら
れ
る

が
、
こ
の
人
物
分
の
旦
那
と
し
て
上
総
国
・
摂
津
国
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

戦
国
期
に
作
成
さ
れ
た
年
未
詳
六
月
二
十
五
日
の
常
大
坊
旦
那
持
分
書
立
（
（3
（

写
に
は
、

常
大
坊
が
紀
伊
国
に
も
つ
旦
那
職
の
一
つ
に
「
里
之
う
ら
」
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は

近
世
の
里
之
浦
［
39
］
と
一
致
す
る
地
名
で
あ
（
（3
（

る
。
旦
那
関
係
文
書
に
現
れ
る
中
世

の
「
浦
」
は
、
所
領
単
位
の
よ
う
な
制
度
的
名
称
を
直
接
表
記
し
た
も
の
で
は
な
い

が
、「
浦
」
と
し
て
認
識
さ
れ
た
場
所
を
明
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
6
）「
村
」

　「
加
子
米
究
帳
」
の
［
17
］
多
・
栖
原
（
田
浦
・
栖
原
浦
）
は
、
中
世
史
料
に
は

「
湯
浅
庄
内
多
（
（3
（
村
」、「
湯
浅
庄
巣
原

（
（3
（
村
」、「
湯
浅
御
庄
湏
原

（
（3
（
村
」、「
湯
浅
庄
内
栖

原
（
（3
（

村
」
な
ど
と
見
え
、
湯
浅
荘
内
の
「
村
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
高
橋

修
氏
は
「
湯
浅
庄
の
う
ち
多
・
須
原
の
両
村
だ
け
は
、
湯
浅
氏
（
嫡
流
家
）
よ
り
分

割
譲
渡
さ
れ
た
須
原
氏
が
領
有
し
た
よ
う
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
（
（4
（

る
。
一
分
地
頭

職
の
所
領
単
位
が
「
村
」
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
・
須
原
の
両

村
は
湯
浅
湾
に
面
し
て
立
地
し
て
お
り
、
須
原
氏
は
海
辺
部
を
拠
点
と
す
る
在
地
領

主
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
牟
婁
郡
の
阿
田
和
浦
［
61
］
も
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
と
「
村
」
と
し
て
編
成
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
史
料
が
、
室
町
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
年
未
詳
十
月
二
十

八
日
の
法
眼
今
村
請
（
（4
（
文
と
同
日
付
藤
原
頼
氏
請

（
（4
（
文
で
あ
る
。
両
文
書
の
内
容
は
ほ
ぼ
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え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
海
辺
部
の
住
人
と
水
軍
（
海
賊
衆
）
と
の
関
係
を
如
実
に
物

語
る
話
が
、
軍
記
物
の
『
明
徳
（
（5
（
記
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
明
徳
三
年
（
一
三
九

二
）
二
月
、
大
内
義
弘
軍
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
紀
伊
守
護
山
名
義
理
が
、「
海
賊
ノ

梶
原
」
に
命
じ
、「
清
水
ノ
東
ノ
浦
」
よ
り
一
艘
点
じ
寄
せ
て
、
二
月
二
十
五
日
の

暁
に
「
干
潟
ノ
浦
」
よ
り
船
に
取
り
乗
っ
て
海
上
遥
に
漕
ぎ
出
し
、「
由
良
ノ
湊
」

に
到
着
。
そ
こ
で
義
理
ら
が
、
島
づ
た
い
浦
づ
た
い
に
も
鎌
倉
へ
参
っ
て
歎
願
す
る

か
、
備
後
の
方
へ
赴
き
美
作
に
入
る
か
と
内
談
し
て
い
た
の
を
聞
い
た
舟
人
た
ち
は

梶
原
に
向
か
っ
て
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
。
た
だ
一
日
・
二
日
召
さ
れ
る
べ
き
御
用
か

と
思
っ
て
い
た
が
、
中
国
・
東
国
へ
召
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
こ
の
船
一
艘
の
事
は
ど

う
に
か
な
る
が
、「
清
水
三
浦
ノ
者
共
」、
こ
の
船
一
艘
を
進
め
た
罪
科
に
よ
っ
て
親

類
妻
子
皆
こ
と
ご
と
く
道
狭
く
な
っ
て
、
長
く
牢
籠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
と
嘆
い
た
の
で
、
義
理
は
思
案
し
た
う
え
で
納
得
し
、「
由
良
ノ
湊
」

に
上
陸
し
た
、
と
い
う
。

　
こ
の
話
を
分
析
し
た
綿
貫
氏
は
、
以
下
の
五
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
①
紀
伊
守
護

の
求
め
に
応
じ
た
海
賊
梶
原
の
仲
介
で
同
国
冷
水
（
清
水
）
浦
の
大
船
が
水
主
と
と

も
に
雇
わ
れ
た
。
②
水
主
は
冷
水
浦
の
三
つ
の
浦
の
者
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
③
紀

伊
国
守
護
の
傭
兵
と
し
て
、
短
時
間
、
近
距
離
で
の
船
と
操
船
要
員
の
徴
用
は
そ
れ

ま
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
④
冷
水
浦
の
住
人
は
本
来
廻
船
商
人
で
あ
り
、
備
後
や
鎌

倉
へ
の
渡
航
は
可
能
だ
が
、
⑤
梶
原
と
の
臣
従
関
係
は
な
く
、
自
ら
の
利
害
を
優
先

す
る
関
係
に
あ
っ
（
（5
（
た
。

　
戦
時
に
水
主
と
し
て
動
員
さ
れ
る
浦
住
人
の
生
業
基
盤
が
廻
船
業
で
、
水
軍
領
主

と
は
従
属
関
係
が
な
く
、
自
律
的
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
綿
貫
氏

は
、
冷
水
の
廻
船
に
よ
る
遠
隔
地
商
業
が
実
際
に
存
在
し
た
支
証
と
し
て
、
康
永
三

年
（
一
三
四
四
）
に
冷
水
浦
住
人
後
藤
三
郎
等
が
薩
摩
新
田
神
社
（
現
薩
摩
川
内

市
）
の
執
印
配
下
の
者
に
船
や
積
荷
を
奪
わ
れ
た
事
例
を
挙
げ
て
い
る
（
（5
（

が
、
軍
記
物

の
『
応
永
記
』
に
も
大
内
義
弘
の
分
国
で
あ
っ
た
和
泉
・
紀
伊
両
国
の
軍
事
的
優
位

性
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、「
堺
ノ
浦
、
清
水
ノ
浦
、
中
国
ノ
船
ノ
通
路
モ
其
便
り
可

究
帳
」
の
［
3
］
湊
浦
に
あ
た
る
湊
地
域
が
、
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
八
月
二
十

五
日
の
地
震
津
波
の
た
め
和
田
浦
鵜
ノ
島
か
ら
移
住
し
て
き
た
住
民
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
こ
と
を
論
証
し
、
和
田
浦
を
紀
伊
浜
御
厨
の
中
心
で
、
か
つ
港
湾
機
能
を
も

っ
た
地
域
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
（
（4
（

る
。
一
方
、
和
田
浦
と
近
接
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
雑
賀
荘
内
の
紀
伊
湊
は
高
野
山
の
外
港
で
あ
り
、「
紀
伊
水
道
を
隔
て
て
四
国

東
北
岸
、
淡
路
島
南
岸
を
経
て
、
瀬
戸
内
海
中
西
部
沿
岸
を
津
出
の
場
（
倉
敷
地
）

と
す
る
高
野
山
領
か
ら
の
貢
納
物
輸
送
船
」
が
紀
伊
湊
と
の
通
航
の
主
体
と
な
っ
た

と
さ
れ
（
（4
（

る
。
以
上
の
事
実
な
ど
か
ら
綿
貫
氏
は
、「
紀
伊
湊
周
辺
は
東
海
か
ら
紀
伊

半
島
西
岸
を
経
て
瀬
戸
内
海
へ
と
結
ぶ
海
運
の
分
岐
点
」
と
評
価
し
て
い
（
（4
（
る
。
紀
伊

湊
と
な
ら
ん
で
紀
州
西
岸
の
主
要
な
港
津
で
あ
っ
た
加
太
も
、
中
継
湊
・
寄
泊
地
と

し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
。
山
本
賢
司
氏
は
十
六
世
紀
の
加
太
が
「
淡
路
・
四
国
へ

の
渡
海
基
地
、
こ
こ
を
船
籍
地
と
す
る
廻
船
活
動
、
あ
る
い
は
大
阪
湾
か
ら
紀
伊
水

道
を
抜
け
て
太
平
洋
（
そ
の
逆
も
）
を
航
行
す
る
他
所
船
の
寄
泊
、
も
し
く
は
中
継

点
の
機
能
を
保
有
し
て
い
た
」
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
（
（4
（

る
。
紀
州
南
部
で
は
田
辺

や
新
宮
が
熊
野
三
山
の
外
港
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
東
海
以
東
の
太
平
洋
沿
岸
諸

国
に
は
熊
野
山
領
が
あ
り
、
そ
の
年
貢
は
海
路
新
宮
津
へ
と
運
ば
れ
た
と
い
（
（4
（

う
。

　
第
二
の
特
徴
は
、
河
川
交
通
と
海
上
交
通
の
結
節
点
と
し
て
の
港
津
の
役
割
で
あ

る
。
紀
伊
湊
は
高
野
山
へ
の
運
上
米
を
積
み
替
え
る
場
で
あ
っ
た
が
、
梶
取
や
水
手

集
団
は
荘
園
か
ら
紀
伊
湊
ま
で
の
海
上
輸
送
に
携
わ
る
者
と
、
高
野
山
ま
で
紀
ノ
川

を
遡
上
さ
せ
る
河
川
輸
送
に
携
わ
る
者
と
で
役
割
を
異
に
し
て
い
た
と
綿
貫
氏
は
指

摘
し
て
い
（
（5
（
る
。
と
こ
ろ
で
、
紀
州
南
部
で
は
熊
野
水
軍
と
呼
ば
れ
る
武
士
団
が
割
拠

し
た
が
、
そ
の
支
配
領
域
は
河
川
を
基
軸
に
河
川
流
域
（
お
よ
び
山
間
部
）
と
河
口

部
（
お
よ
び
海
辺
部
）
と
を
結
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
急
峻
な
丘
陵
が

海
浜
に
迫
り
、
広
い
平
野
部
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う
地
理
的
環
境
が
大
き
く
作
用

し
て
い
る
が
、
こ
の
条
件
が
交
通
の
結
節
点
と
な
っ
た
海
辺
部
の
地
域
社
会
に
お
け

る
重
要
性
を
高
め
る
要
因
に
な
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
（
（5
（

う
。

　
紀
州
の
海
辺
部
に
は
古
代
よ
り
操
船
技
術
に
長
け
た
集
団
が
居
住
し
て
い
た
と
考
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り
、
漁
獲
物
を
北
・
南
の
沙
汰
人
が
一
喉
（
一
匹
の
こ
と
）
ず
つ
収
得
す
る
と
い
う

儀
礼
的
漁
撈
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
（
（6
（

る
。
③
の
「
旅
網
」
は
伊
藤
正
敏
氏
の
論
証
に

従
い
、
他
浦
へ
出
漁
し
た
漁
民
へ
の
賦
課
と
解
釈
し
て
お
き
た
（
（6
（

い
。
①
と
③
で
は
い

ず
れ
も
十
分
の
一
税
が
課
さ
れ
、
収
取
物
は
政
所
が
半
分
、
残
り
の
半
分
を
刀
禰
公

文
と
両
沙
汰
人
に
配
分
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
漁
獲
に
関
す
る

課
税
に
は
四
月
に
公
事
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
網
銭
、
在
家
別
に
賦
課
さ
れ
る
布
海
苔

一
帖
と
在
家
銭
十
文
の
負
担
な
ど
が
み
ら
れ
（
（6
（

た
。

　
海
上
の
漁
業
紛
争
に
つ
い
て
は
、
名
草
郡
毛
見
郷
へ
の
違
乱
停
止
を
命
じ
た
康
正

二
年
（
一
四
五
六
）
十
二
月
十
八
日
の
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
写
が
『
紀
伊
続

風
土
記
』
古
文
書
之
部
に
収
録
さ
れ
て
い
（
（6
（

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
毛
見
郷
は
守
護
不

入
の
地
で
諸
公
事
免
除
で
あ
っ
た
が
、
近
日
に
な
っ
て
「
海
上
漁
捕
」
に
つ
い
て
違

乱
に
及
ぶ
者
が
あ
っ
た
と
の
訴
え
に
対
し
て
、
幕
府
は
違
乱
の
停
止
を
命
じ
、
日
前

宮
社
家
の
支
配
を
認
め
る
判
決
を
下
し
て
い
る
。
毛
見
郷
の
紛
争
相
手
は
詳
ら
か
で

な
い
が
、
複
数
の
郷
と
海
域
（
漁
業
権
が
及
ぶ
範
囲
）
を
接
し
て
い
た
こ
と
は
、
嘉

禎
四
年
（
一
二
三
八
）
九
月
二
十
五
日
の
日
前
・
国
懸
宮
四
方
指
（
（6
（
写
の
記
載
か
ら
推

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
書
に
は
、
嘉
禎
元
年
に
日
前
宮
の
遷
宮
が
行
わ
れ

た
と
き
の
四
面
四
至
（
日
前
宮
領
の
領
域
）
を
、
同
四
年
に
糺
定
し
た
も
の
と
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
毛
見
郷
の
海
堺
を
示
す
表
記
を
抜
粋
す
る
と
以
下
の
通
り
で

あ
る
。南

…
…
…
…
…
神
領 

毛
見
郷
海
／
他
領 

冷
水
郷
、
塩
津
庄
海

坤
（
南
西
）
…
神
領 

毛
見
郷
海
、
担
子
洲
於
当
東
小
嶋
、
甲
崎
於
当
東
方
堺

　
／
他
領 

大
崎
海
、
雑
賀
庄
海

　
あ
わ
せ
て
、
毛
見
郷
と
同
じ
く
日
前
宮
の
浦
役
を
勤
め
た
船
尾
郷
の
海
堺
も
示
し

て
お
こ
う
。

　
　
巽
（
南
東
）
…
神
領 

舟
尾
郷
、
海
担
子
洲
／
他
領 

冷
水
郷
、
海
之
沖
洲

　
つ
ま
り
、
毛
見
郷
の
海
域
は
冷
水
郷
・
塩
津
荘
・
大
崎
・
雑
賀
荘
の
海
域
と
、
船

尾
郷
の
海
域
は
冷
水
郷
の
海
域
と
境
界
を
接
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
加
子
米
究

有
」
と
あ
っ
（
（5
（
て
、「
清
水
ノ
浦
」（
冷
水
浦
、「
加
子
米
究
帳
」［
10
］
の
清
水
に
つ
な

が
る
）
が
中
国
地
方
と
も
海
上
交
通
で
結
ば
れ
た
湊
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
綿
貫
氏
の
指
摘
以
外
で
目
を
向
け
て
お
き
た
い
の
が
、「
清
水
ノ
東
ノ

浦
」
よ
り
大
船
と
水
主
が
徴
発
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
名
方
に
協
力
し
た
罪

は
「
清
水
三
浦
ノ
者
共
」
の
親
類
妻
子
全
体
に
及
ぶ
と
い
う
認
識
で
あ
る
。『
紀
伊

続
風
土
記
』
の
「
冷
水
浦
」
の
項
は
「
村
居
三
ツ
に
わ
か
れ
て
東
の
浦
中
の
浦
西
の

浦
此
を
冷
水
三
浦
と
い
ふ
」
と
記
す
（
（5
（
が
、『
明
徳
記
』
が
成
立
し
た
十
四
世
紀
末
に

は
冷
水
浦
が
三
集
落
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
三
集
落
を
統
合
す
る
惣
的
な
結

合
も
芽
生
え
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

（
2
）
漁
撈

　
中
世
の
紀
州
で
漁
撈
に
関
す
る
史
料
が
最
も
豊
富
な
の
が
賀
太
荘
で
あ
る
。
賀
太

荘
の
刀
禰
公
文
職
を
勤
め
た
向
井
家
の
中
世
文
書
に
は
、
漁
獲
に
対
す
る
徴
税
史
料

な
ど
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
最
も
年
紀
が
古
い
の
が
、
弘
安
三
年

（
一
二
八
〇
）
の
賀
太
浦
肴
配
分
（
（5
（

状
で
あ
る
。
小
山
靖
憲
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
文
書
は
筆
致
・
書
式
か
ら
み
て
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、
中
世
後
期
の
漁
撈
の
実
態
は
示
し
て
い
よ
（
（5
（
う
。
こ
の
肴
配
分
状
で
は
、
①
「
釣

船
」
と
「
サ
ハ
ラ
・
サ
コ
シ
・
シ
ヒ
コ
・
ハ
マ
チ
網
」、
②
「
五
月
上
リ
エ
ヒ
」
と

「
十
月
ハ
ラ
白
」、
③
「
旅
網
」
の
三
項
目
に
分
け
て
漁
獲
に
対
す
る
収
取
配
分
を
規

定
し
て
い
る
。
ま
ず
漁
法
に
注
目
す
る
と
、「
釣
船
」
は
一
本
釣
で
は
な
く
延
縄
釣

の
可
能
性
が
あ
（
（5
（
る
。
①
の
網
は
鰆
（
サ
ワ
ラ
）・
青
箭
魚
（
サ
ワ
ラ
の
小
さ
い
も

の
）・
鮪
（
マ
グ
（
（6
（
ロ
）・
魬
（
ハ
マ
チ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
漁
獲
対
象
と
す
る
網
を
指
す
。

こ
れ
ら
の
魚
種
は
回
游
魚
で
、
魚
道
に
あ
わ
せ
た
定
置
網
の
創
出
が
想
定
さ
れ
（
（6
（

る
。

②
の
「
エ
ヒ
」
は
蝦
（
エ
ビ
）、「
ハ
ラ
白
」
は
鰤
（
ブ
リ
）
を
指
す
（
（6
（

が
、「
北
南
船

数
一
艘
別
ニ
一
コ（
喉
）ン
ツ
ヽ
取
、
此
内
両
沙
汰
人
エ
一
コ
ン
ツ
ヽ
、
残
者
政
所
ヘ
可

上
」
と
あ
る
の
で
、
五
月
に
蝦
、
十
月
に
鰤
を
北
と
南
の
地
区
か
ら
船
を
出
し
て
獲
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雑
賀
塩
を
焼
い
て
諸
国
へ
販
売
し
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
和
歌
川
下
流
に
位
置
す
る
三
葛
で
は
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
に
塩
年
貢

が
納
め
ら
れ
、
領
家
方
の
塩
竈
が
六
つ
あ
っ
た
事
実
も
指
摘
し
て
お
り
、「
雑
賀
塩
」

へ
と
つ
な
が
る
製
塩
が
十
五
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
（
（7
（

る
。

　
塩
竈
の
存
在
は
、
志
摩
国
の
「
ひ
き
も
と
」（
近
世
の
引
本
浦
［
80
］）
で
も
確
認

で
き
る
。
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
正
月
三
日
、
は
た
の
ひ
さ
す
み
配
分
（
（7
（

状
に
は
、

「
つ
も
と
の
か
ま
、
ひ（

　引

　本

　）

き
も
と
の
う
ハ
ち
の
か（

竈
）ま

、
げ（

下
司
）し

い
ち
ゑ
ん
に
つ
く
と
こ

ろ
、
し
ん
し
や
う
な
り
」
と
あ
り
、
引
本
に
は
木
本
御
厨
の
下
司
が
進
止
す
る
塩
竈

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
製
塩
業
を
継
続
す
る
た
め
に
は
燃
料
材
（
塩
木
）
の
確
保
が
必
須
と

な
る
が
、
塩
木
を
め
ぐ
る
相
論
が
一
四
世
紀
の
初
め
に
賀
太
荘
で
勃
発
し
て
い
る
。

正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
正
月
日
の
本
脇
百
姓
等
言
上
状
（
（7
（

案
に
よ
る
と
、
賀
太
新
荘

の
本
脇
百
姓
等
は
本
荘
の
百
姓
を
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

①�

新
荘
方
は
、
田
園
狭
少
で
、
塩
釜
で
塩
を
焼
い
て
年
貢
・
公
事
を
負
担
し
、

ま
た
「
土
民
の
活
計
」
と
も
し
て
い
る
。

②�

本
荘
百
姓
は
、
牛
馬
を
ひ
い
て
塩
木
を
運
ぶ
こ
と
を
停
止
さ
せ
よ
う
と
狼
藉

を
働
き
、
所
持
物
を
奪
い
取
っ
た
。
希
代
の
悪
行
で
あ
る
。

③�

牛
馬
の
道
路
を
停
止
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
老
人
や
弱
者
の
渡
世
が
絶
た
れ
る
。

④�

老
少
に
優
し
く
、
牛
馬
を
ひ
い
て
樵
路
（
木
を
伐
り
に
行
く
た
め
の
山
道
）

を
往
復
す
る
こ
と
を
許
可
し
、
賀
太
山
の
塩
木
の
件
に
つ
い
て
裁
断
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
先
に
海
辺
部
の
所
領
編
成
の
「
荘
」
の
項
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
本
脇
は
賀
太
荘

の
本
荘
か
ら
分
立
し
た
新
荘
で
あ
っ
た
が
、
賀
太
荘
の
お
そ
ら
く
入
会
山
を
利
用

し
、
製
塩
業
を
生
業
の
基
盤
と
す
る
村
落
と
し
て
存
立
を
は
か
っ
て
い
た
。
①
の

「
土
民
の
活
計
」
と
い
う
表
現
は
「
住
民
の
な
り
わ
い
」
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
森
林
資
源
の
枯
渇
か
、
牛
馬
の
不
足
か
、
理
由
は
判
然
と
し
な
い

が
、
本
荘
百
姓
か
ら
妨
害
が
加
え
ら
れ
、
牛
馬
に
塩
木
を
担
わ
せ
て
運
ぶ
山
道
の
利

帳
」
の
近
世
浦
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
湊
浦
［
3
］・
岡
町
［
4
］・
雑
賀
浦

［
5
］、
毛
見
舟
尾
［
7
］、
清
水
［
10
］、
塩
津
浦
［
11
］、
大
崎
浦
［
12
］
が
、
中

世
漁
村
の
系
譜
を
引
き
継
い
だ
浦
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
な
お
、
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
五
月
日
の
飛
鳥
井
殿
下
向
之
儀
式
（
（6
（

写
に
よ
る

と
、
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
）
は
同
年
五
月
六
日
の
玉
津
島
社
参
詣
に
際
し
、
紀
三
井

寺
・
毛
見
郷
・
船
尾
郷
か
ら
出
さ
れ
た
舟
数
十
艘
で
漕
ぎ
渡
り
、
玉
津
島
・
和
歌
之

天
神
を
参
詣
し
た
後
、
ま
た
舟
に
乗
っ
て
布
引
に
着
き
、
毛
見
の
浦
に
移
動
し
て
い

る
。
こ
の
毛
見
で
飛
鳥
井
氏
は
、
御
前
の
海
に
て
網
を
曳
き
魚
を
と
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
鑑
賞
し
、
包
丁
に
よ
る
魚
料
理
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
毛
見
郷
の
漁
民
に

と
っ
て
の
晴
れ
舞
台
と
も
い
う
べ
き
一
齣
で
あ
（
（6
（

る
。

（
3
）
製
塩

　
日
高
郡
の
北
南
塩
屋
浦
［
26
］
の
地
名
由
来
を
『
紀
伊
続
風
土
記
』「
北
塩
屋
浦
」

の
項
は
、「
旧
は
南
塩
屋
浦
と
一
村
な
ら
む
。
塩
屋
は
古
は
塩
を
焼
き
し
所
な
り
。

後
世
日
高
川
海
口
変
遷
し
て
其
事
絶
え
た
り
と
見
ゆ
」
と
記
し
て
い
（
（7
（

る
。
塩
屋
の
地

名
は
か
つ
て
塩
焼
き
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
日
高
川
河
口
部
の
地
形

環
境
変
遷
に
よ
り
製
塩
は
途
絶
え
た
と
い
う
。
塩
屋
で
潮
汲
み
の
男
が
働
く
光
景

は
、
室
町
時
代
の
絵
巻
で
あ
る
「
道
成
寺
縁
起
」（
道
成
寺
蔵
）
に
描
か
れ
て
い

る
（
（7
（

が
、
塩
屋
の
製
塩
に
つ
い
て
記
し
た
中
世
文
書
は
確
認
で
き
な
い
。

　
中
世
末
期
に
成
立
し
た
「
紀
三
井
寺
参
詣
曼
荼
羅
」（
紀
三
井
寺
蔵
）
に
も
紀
三

井
寺
の
前
の
浜
で
塩
を
焼
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
（7
（
が
、
紀
三
井
寺
が
位
置
す
る
和

歌
川
河
口
一
帯
で
と
れ
る
塩
は
実
際
、「
雑
賀
塩
」
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ

っ
た
。
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
の
序
が
あ
る
『
毛
吹
草
』
は
各
国
の
名
産
品
を

列
挙
す
る
が
、
塩
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
播
磨
の
「
阿
古
塩
」
と
筑
前
の
「
名
浜

塩
」、
そ
し
て
紀
伊
の
「
雑
賀
塩
」
だ
け
で
あ
（
（7
（

る
。
矢
田
俊
文
氏
は
、
天
和
三
年

（
一
六
八
三
）
に
成
立
し
た
『
堺
鑑
』
と
い
う
地
誌
の
「
湊
壺
塩
」
の
項
に
、
天
文

年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
）、
堺
の
湊
村
に
来
住
し
た
壺
塩
屋
藤
太
郎
が
、
紀
州
の
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て
い
た
が
、
禅
林
寺
よ
り
旧
寺
領
で
あ
っ
た
の
で
開
く
よ
う
要
請
が
あ
り
、
新
開
田

と
し
て
禅
林
寺
に
寄
進
す
る
と
い
う
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　「
塩
入
」
と
似
た
言
葉
に
「
塩
地
」
が
あ
る
。「
塩
入
」
に
よ
る
不
作
は
、
海
岸
部

の
自
然
現
象
（
潮
風
や
高
波
な
ど
）
に
よ
る
塩
害
（
土
壌
中
の
塩
分
濃
度
が
高
ま
る

こ
と
で
生
じ
る
作
物
の
生
育
障
害
）
が
想
定
さ
れ
る
が
、「
塩
地
」
は
ど
の
よ
う
な

性
格
の
土
地
で
あ
っ
た
か
。
坂
本
亮
太
氏
は
、
日
前
宮
領
内
で
独
自
に
所
領
を
形
成

し
た
報
恩
寺
の
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
内
検
帳
に
見
え
る
「
塩
地
」
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
次
の
四
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

①�「
堤
築
酒
直
ニ
下
行
」
分
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
築
堤
に
よ
る
開
発
を
行

っ
た
（
そ
の
際
に
酒
を
下
行
し
た
）
地
が
「
塩
地
」
と
考
え
ら
れ
る
。

②�「
塩
地
」
が
あ
る
内
原
・
毛
見
・
和
太
・
田
尻
郷
は
い
ず
れ
も
紀
三
井
寺
周

辺
で
、
日
前
宮
領
の
南
西
端
の
海
浜
部
に
位
置
す
る
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た

め
築
堤
に
よ
り
開
発
し
た
も
の
の
、「
塩
地
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

③�

こ
れ
ら
「
塩
地
」
が
あ
る
郷
に
集
中
的
に
名
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
塩

地
」
の
開
発
に
よ
り
日
前
宮
領
の
名
に
結
ば
れ
た
地
が
、
の
ち
に
報
恩
寺
領

に
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

④�「
塩
地
」
に
は
容
量
の
大
き
な
「
塩
地
枡
」
が
使
用
さ
れ
た
が
、「
塩
地
」
の

斗
代
は
一
～
二
斗
と
低
斗
代
で
あ
る
。
高
斗
代
＝
小
枡
、
低
斗
代
＝
大
枡
と

な
っ
て
お
り
、
負
担
の
均
質
化
が
は
か
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
（
（8
（
る
。

　
坂
本
氏
は
、
海
辺
部
の
築
堤
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
土
地
を
「
塩
地
」
と
考
え
て

い
て
、
異
論
は
な
い
が
、
そ
う
す
れ
ば
「
塩
地
」
は
潮
止
め
堤
防
を
築
造
し
て
つ
く

ら
れ
た
干
拓
地
と
い
う
解
釈
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
（
（8
（
か
。「
塩
地
」
の
開
発
に

よ
り
日
前
宮
領
の
名
に
結
ば
れ
た
地
が
報
恩
寺
領
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
③
で
示
さ

れ
た
展
開
は
、
長
年
放
置
さ
れ
荒
野
と
な
っ
た
井
松
原
の
「
塩
入
」
と
は
逆
の
能
動

性
を
感
じ
さ
せ
る
。
海
辺
部
で
耕
地
を
開
発
し
て
い
く
た
め
に
は
困
難
が
と
も
な
っ

た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
耕
地
開
発
と
い
う
選
択
肢
が
と
ら
れ
た

用
が
停
止
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
牛
馬
使
用
復
活
の
主
張
根
拠
と
し
て
、
こ

の
言
上
状
で
は
「
筋
力
衰
昧
之
老
翁
者
、
不
堪
荷
担
、
而
倚
年
齢
微
弱
之
小
童
者
、

灼
身
戴
屓
而
吒
馬
者
也
」
と
、
老
人
と
子
ど
も
の
労
働
条
件
を
挙
げ
て
い
る
点
は
注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
製
塩
の
村
と
し
て
の
自
立
の
道
は
、
家
族
労
働
の
燃
焼
を
前

提
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
4
）
耕
地
開
発

　
海
辺
部
で
は
耕
地
の
開
発
も
進
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
賀
太
荘
で
は
、
正
和
二
年

（
一
三
一
三
）
六
月
八
日
に
預
所
が
伽
陁
寺
に
寄
進
し
た
田
地
は
「
塩
浜
旧
跡
」
で

あ
っ
（
（7
（

た
。
蔵
持
重
裕
氏
は
、
他
の
寄
進
状
に
登
場
す
る
「
浜
成
」
も
浜
地
の
開
発
地

と
推
定
し
て
い
（
（7
（

る
。

　
と
す
れ
ば
、
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
正
月
日
の
三
上
荘
大
野
郷
御
年
貢
（
（7
（

帳
の

「
鳥
居
村
分
」
に
記
載
さ
れ
た
「
公
田
一
反
六
十
歩
内
六
十
歩
出
、
本
持
宗
作

カ（

　梶

　取

　）

チ
ト
リ
免
ハ
マ
田
今
ハ
四
郎
大
郎
」（
作
人
は
季
光
）
や
、「
番
頭
雑
免
二
反
小
内

半
出
、
ハ
マ
田
此
内
大
ハ
番
頭
給
」（
作
人
は
左
衛
門
大
郎
）
に
見
え
る
「
ハ
マ
田
」

も
浜
地
で
造
成
さ
れ
た
田
地
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
鳥
居
村
は
「
加
子
米
究
帳
」

の
［
10
］
鳥
居
・
藤
白
・
清
水
の
前
身
に
あ
た
り
、
中
世
は
冷
水
も
藤
白
も
鳥
居
村

に
属
し
た
。
前
者
の
「
ハ
マ
田
」
は
梶
取
（
船
頭
）
に
与
え
ら
れ
た
免
田
で
あ
り
、

浜
地
の
開
発
者
と
梶
取
と
の
重
な
り
を
示
唆
す
る
。

　
こ
う
し
た
海
岸
付
近
で
の
開
発
耕
地
は
、
不
安
定
な
状
態
が
続
く
こ
と
も
少
な
く

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
禅
林
寺
（
現
海
南
市
）
の
田
地
を
守
護
に
注
進

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
応
永
七
年
五
月
日
の
田
地
注
進
状
（
（8
（
案
の
本
文
末
尾
に
は
、

「
此
外
塩
入
三
反
、
不
作
、
井
松
原
ニ
ア
リ
」
と
あ
る
。「
井
松
原
」
は
現
在
日
方

（
近
世
の
日
方
浦
［
8
］）
に
あ
る
小
字
だ
が
、
こ
の
当
時
は
「
塩
入
」
の
た
め
に
不

作
、
つ
ま
り
耕
作
し
な
い
土
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
か
ら
三
十
一
年
後

の
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
三
月
十
八
日
、
熊
野
山
道
盛
田
地
寄
進
（
（8
（
状
に
よ
る
と
、

「
本
大
野
郷
井
松
原
外
新
開
」
の
田
壱
所
は
、「
塩
入
」
の
た
め
久
し
く
荒
野
と
な
っ
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（
7
）
山
本
賢
司
「
一
六
世
紀
に
お
け
る
紀
伊
水
道
沿
岸
の
湊
・
浦
と
海
上
交
通
―
紀

の
湊
を
中
心
と
し
て
―
」（『
和
歌
山
地
理
』
一
八
、
一
九
九
八
年
）。

（
8
）
本
報
告
書
所
収
。

（
9
）『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
30
和
歌
山
県
（
一
九
八
五
年
、
角
川
書
店
）、『
角
川

日
本
地
名
大
辞
典
』
24
三
重
県
（
一
九
八
三
年
、
角
川
書
店
）。
な
お
、
近
世
紀

州
の
浦
々
の
一
部
に
は
中
世
に
お
い
て
志
摩
国
で
あ
っ
た
浦
も
含
ま
れ
る
が
、

検
討
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

（
10
）
新
谷
和
之
「
紀
伊
の
港
津
と
権
力
」（
中
世
都
市
研
究
会
編
『
港
津
と
権
力
』
山

川
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。

（
11
）
前
掲
、
注
（
9
）『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
30
和
歌
山
県
の
「〔
近
世
〕
加
太

浦
」
を
参
照
。

（
12
）
蔵
持
重
裕
「
海
浜
の
荘
園
」（
藤
木
久
志
・
荒
野
泰
典
編
著
『
荘
園
と
村
を
歩

く
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
）。

（
13
）
前
掲
、
注
（
7
）
山
本
論
文
を
参
照
。

（
14
）
年
未
詳
六
月
十
三
日
、
馬
場
通
定
書
状
（『
和
歌
山
県
史
』
中
世
史
料
二
、
湯
河

家
文
書
（
東
京
都
）
一
九
号
、
以
下
『
和
歌
山
県
史
』
中
世
史
料
二
は
『
県
史
』

中
世
二
と
略
称
す
る
）
に
「
い（
印
南
）

な
ミ
六
ケ
村
」
と
見
え
る
。

（
15
）『
紀
伊
續
風
土
記
』
第
二
輯
（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
一
〇
年
）「
印
南
荘
」。
以
下

『
紀
伊
續
風
土
記
』
は
『
続
風
土
記
』
と
略
称
す
る
。

（
16
）『
三
重
県
史
』
資
料
編
中
世
3
（
中
）（
三
重
県
、
二
〇
一
八
年
）
来
田
文
書
三

〇
五
号
。

（
17
）
中
西
常
知
道
者
売
券
を
分
析
し
た
千
枝
大
志
氏
は
、「
い
か
る
川
」
を
斑
鳩
王
子

が
鎮
座
す
る
斑
鳩
に
比
定
し
て
い
る
（
千
枝
「
三
重
県
総
合
博
物
館
所
蔵
『
谷

家
文
書
』
所
収
の
伊
勢
御
師
道
者
売
券
に
つ
い
て
―
中
世
紀
州
の
宗
教
的
（
熊

野
・
高
野
山
・
真
宗
）
特
質
と
伊
勢
御
師
の
活
動
―
」（『
同
朋
大
学
佛
教
文
化

研
究
所
紀
要
』
三
八
号
、
二
〇
一
九
年
）。
前
掲
、
注
（
15
）
書
の
「
光
川
村
」

の
項
に
は
、
こ
の
村
に
「
い
か
る
か
王
子
」
に
あ
た
る
富
王
子
社
が
鎮
座
し
て

い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
い
か
る
川
」
は
近
世
の
「
光
川
村
」
に
比

定
で
き
る
。

（
18
）
高
橋
修
『
信
仰
の
中
世
武
士
団
―
湯
浅
一
族
と
明
恵
―
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇

一
六
年
）
第
一
章
「
湯
浅
荘
に
お
け
る
「
町
場
」
の
成
立
と
湯
浅
氏
の
石
崎
屋

敷
」。

の
は
な
ぜ
か
。
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
長
大
な
海
岸
線
を
有
し
、
全
体
的
に
山
が
ち
で
大
き
な
平
野
が
形
成
さ
れ
な
い
紀

州
で
は
、
海
辺
部
が
も
つ
重
要
性
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。
こ
の
海
辺
部
の
中
核
的

な
港
津
を
取
り
込
ん
だ
政
治
・
経
済
の
拠
点
が
構
築
さ
れ
、
海
辺
部
集
落
が
広
域
行

政
下
の
浦
方
と
し
て
確
立
す
る
の
が
十
七
世
紀
で
あ
っ
（
（8
（

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
世
に
お

い
て
も
海
辺
部
の
重
要
性
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
近
世
浦
方
以
前
の
海
辺
部
の
様

相
を
一
つ
の
像
に
結
ぶ
こ
と
は
困
難
さ
を
と
も
な
う
。
そ
う
し
た
な
か
、
港
津
や
海

上
交
通
の
実
態
、
あ
る
い
は
武
家
の
拠
点
形
成
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
は
近
年
急
速

に
進
ん
で
き
た
が
、
海
辺
部
住
民
の
生
業
や
社
会
・
生
活
環
境
に
目
を
向
け
た
研
究

は
い
ま
だ
低
調
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
稿
が
取
り
上
げ
た
事
例
や
史
料
に
基
づ

く
研
究
が
こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
擱
筆
し
た
い
。

注
（
1
）
拙
稿
「
浦
・
浜
」（『
日
本
歴
史
大
事
典
』
1
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参

照
。

（
2
）
網
野
善
彦
『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
第

二
部
第
二
章
「
若
狭
の
海
民
」、
海
老
澤
衷
『
荘
園
公
領
制
と
中
世
村
落
』（
校

倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
補
論
1
「
荘
園
公
領
制
に
お
け
る
浦
―
若
狭
国
の
場

合
―
」
が
、
中
世
に
お
け
る
若
狭
国
の
「
浦
」
を
一
国
規
模
で
位
置
づ
け
て
い

る
。

（
3
）
笠
原
正
夫
『
近
世
漁
村
の
史
的
研
究
―
紀
州
の
漁
村
を
素
材
と
し
て
―
』（
名
著

出
版
、
一
九
九
三
年
）
第
一
章
第
一
節
「
浦
方
制
度
の
成
立
」。

（
4
）
前
注
、
笠
原
論
文
を
参
照
。

（
5
）『
和
歌
山
県
史
』
近
世
史
料
五
（
和
歌
山
県
、
一
九
八
四
年
）
所
収
、
御
坊
市
栗

本
ち
ゑ
氏
所
蔵
文
書
。

（
6
）
前
掲
、
注
（
3
）
笠
原
著
書
、
三
四
頁
。
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（
36
）
永
仁
六
年
九
月
十
日
、
沙
弥
西
仏
水
田
寄
進
状
（『
県
史
』
中
世
二
、
歓
喜
寺
文

書
（
金
屋
町
）
五
号
）
ほ
か
。

（
37
）
寛
喜
三
年
四
月
十
七
日
、
湯
浅
景
基
寺
敷
地
寄
進
状
（『
県
史
』
中
世
二
、
施
無

畏
寺
文
書
一
号
）
ほ
か
。

（
38
）
嘉
禄
弐
年
八
月
十
一
日
、
紀
良
孝
等
連
署
田
地
売
渡
状
（『
県
史
』
中
世
二
、
施

無
畏
寺
文
書
五
号
）。

（
39
）
永
徳
元
年
四
月
廿
五
日
、
良
秀
田
地
寄
進
状
（『
県
史
』
中
世
二
、
施
無
畏
寺
文

書
二
四
号
）。

（
40
）
高
橋
修
『
中
世
武
士
団
と
地
域
社
会
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
Ⅰ
部

第
一
章
「
湯
浅
党
の
構
成
」、
二
三
頁
。

（
41
）『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
一
年
）
一
七
七
号
。

（
42
）
前
注
書
、
一
七
八
号
。

（
43
）
前
掲
、
注
（
10
）
新
谷
論
文
、
綿
貫
友
子
「
紀
伊
水
道
内
海
世
界
の
物
流
と
交

流
」（
前
掲
、
注
（
10
）
中
世
都
市
研
究
会
編
書
所
収
）。
中
世
紀
州
の
港
津
と

武
家
の
拠
点
形
成
に
関
す
る
研
究
文
献
に
つ
い
て
は
、
新
谷
論
文
の
参
考
文
献

一
覧
を
参
照
の
こ
と
。

（
44
）
網
野
善
彦
「
太
平
洋
の
海
上
交
通
と
紀
伊
半
島
」（
海
と
列
島
文
化
第
8
巻
『
伊

勢
と
熊
野
の
海
』
小
学
館
、
一
九
九
二
年
）。
後
に
同
『
日
本
社
会
再
考
―
海
民

と
列
島
文
化
―
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
に
収
録
。

（
45
）
矢
田
俊
文
「
明
応
七
年
紀
州
に
お
け
る
地
震
津
波
と
和
田
浦
」（『
和
歌
山
地
方

史
研
究
』
二
一
号
、
一
九
九
一
年
）。
後
に
同
『
日
本
中
世
戦
国
期
の
地
域
と
民

衆
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
に
「
明
応
地
震
と
港
湾
都
市
―
紀
伊
国
和

田
浦
―
」
と
改
題
し
て
収
録
。

（
46
）
前
掲
、
注
（
43
）
綿
貫
論
文
、
三
八
一
頁
。

（
47
）
綿
貫
友
子
「
紀
伊
国
に
お
け
る
中
世
海
運
―
中
世
海
運
に
お
け
る
紀
伊
半
島
の

位
置
付
け
を
探
る
た
め
に
―
」（『
歴
史
科
学
』
一
六
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）
一

六
頁
。

（
48
）
前
掲
、
注
（
7
）
山
本
論
文
、
二
五
頁
。

（
49
）
前
掲
、
注
（
47
）
綿
貫
論
文
。

（
50
）
前
掲
、
注
（
47
）
綿
貫
論
文
。

（
51
）
坂
本
亮
太
「
総
論 

熊
野
水
軍
小
山
家
文
書
の
総
合
的
研
究
―
熊
野
の
海
域
史
・

序
論
―
」（
本
報
告
書
所
収
）
を
参
照
。

（
19
）『
続
風
土
記
』
第
一
輯
（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
一
〇
年
）「
椒
里
村
」・「
椒
濱
村
」。

（
20
）
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
頃
の
宣
陽
門
院
所
領
目
録
（『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
　

第
五
巻
、
三
二
七
四
号
、
島
田
文
書
）
に
「
新
御
領
〈
自
上
西
門
院
被
進
之
〉」

の
一
つ
と
し
て
「
紀
伊
国
東
桝
庄
」
が
見
え
る
。

（
21
）
前
掲
、
注
（
19
）
書
、
五
五
五
頁
。

（
22
）『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
四
ノ
一
（
石
清
水
文
書
之
一
）
一
二
二
号
。

（
23
）
勝
山
清
次
「
御
園
」（『
日
本
歴
史
大
事
典
』
3
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）
を

参
照
。

（
24
）『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
四
ノ
六
（
石
清
水
文
書
之
六
）
三
三
〇
号
。

（
25
）
勝
浦
令
子
「
御
厨
」（
前
掲
、
注
（
23
）
書
）
を
参
照
。

（
26
）
前
掲
、
注
（
9
）『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
24
三
重
県
の
「〔
中
世
〕
須
賀
利

御
厨
」
と
「〔
中
世
〕
錦
御
厨
」
を
参
照
。

（
27
）
川
端
泰
幸
「
紀
伊
国
の
郷
―
名
草
郡
日
前
宮
領
を
中
心
に
―
」（
大
山
喬
平
・
三

枝
暁
子
編
『
古
代
・
中
世
の
地
域
社
会
―
「
ム
ラ
の
戸
籍
簿
」
の
可
能
性
』
思

文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

（
28
）
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
の
年
紀
の
あ
る
『
日
前
宮
文
書
太
神
宮
神
事
記
』『
日

前
宮
年
中
神
事
記
』
を
「
応
永
六
年
神
事
記
」
と
記
す
。
本
神
事
記
に
つ
い
て

は
、
伊
藤
信
明
「
日
前
・
国
懸
宮
の
応
永
六
年
神
事
記
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山

県
立
文
書
館
紀
要
』
七
号
、
二
〇
〇
二
年
）
の
翻
刻
を
用
い
た
。

（
29
）『
県
史
』
中
世
二
、
禅
林
寺
文
書
三
九
号
。

（
30
）
貞
和
二
年
十
月
廿
七
日
、
足
利
直
義
下
知
状
案
（『
仁
和
寺
史
料
』
古
文
書
編

一
、
七
八
号
）
に
よ
る
。

（
31
）『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
一
ノ
四
（
高
野
山
文
書
之
四
）
一
六
八
号
。

（
32
）
貞
治
元
年
十
一
月
廿
五
日
、
沙
弥
道
智
譲
状
写
（『
県
史
』
中
世
二
、
御
前
家
文

書
六
号
）。

（
33
）
史
料
纂
集
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
一
、
二
二
号
（
米
良
文
書
）。

（
34
）
史
料
纂
集
『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
三
、
九
二
四
号
（
米
良
文
書
）。

（
35
）
な
お
、
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
八
月
吉
日
、
棟
札
（
日
置 

日
出
神
社
旧
蔵
、

『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
中
世
編
、
日
置
川
町
、
二
〇
〇
五
年
、
第
Ⅱ
部
第
一
章

四
（
一
）
棟
札
銘
一
号
）
に
よ
る
と
、
日
置
の
出
月
宮
造
営
に
際
し
里
之
浦
の

住
人
と
見
ら
れ
る
「
さ
と
の
う
ら
四
郎
へ
も
ん
殿
」
が
二
〇
〇
文
を
奉
加
し
て

い
る
。
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り
上
げ
、
飛
鳥
井
雅
親
の
遊
行
ル
ー
ト
を
復
原
し
て
い
る
（
海
津
「
紀
北
の
荘

園
世
界
」、
藤
本
清
二
郎
・
山
陰
加
春
夫
編
『
和
歌
山
・
高
野
山
と
紀
ノ
川
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
、
所
収
）。

（
70
）
前
掲
、
注
（
15
）
書
、
五
五
六
頁
。

（
71
）
続
日
本
の
絵
巻
24
『
桑
実
寺
縁
起 

道
成
寺
縁
起
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二

年
）
を
参
照
。

（
72
）『
和
歌
山
県
史
』
中
世
（
和
歌
山
県
、
一
九
九
四
年
）
の
五
七
一
頁
に
、「
紀
三

井
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
に
描
か
れ
た
塩
焼
の
場
面
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
73
）
竹
内
若
校
訂
『
毛
吹
草
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
四
三
年
）
を
参
照
。

（
74
）
前
掲
、
注
（
72
）
書
、
第
三
章
第
一
節
「
戦
国
の
動
乱
」（
矢
田
俊
文
執
筆
）。

矢
田
氏
は
、『
毛
吹
草
』
に
見
え
る
「
雑
賀
塩
」
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

三
葛
の
塩
年
貢
・
塩
竈
に
関
す
る
史
料
は
、
前
掲
注
（
68
）
報
告
書
、
第
3

章
、
二
、
神
前
家
文
書
の
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
文
明
七
年
十
月
五
日
、

領
家
政
所
貞
知
下
知
状
写
）。

（
75
）
前
掲
注
（
66
）
書
、
附
録
、
三
四
六
頁
（
古
本
村
庄
司
氏
蔵
文
書
）。

（
76
）『
県
史
』
中
世
二
、
向
井
家
文
書
二
〇
号
。
こ
の
文
書
は
、
前
掲
、
注
（
12
）
蔵

持
論
文
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
77
）
正
和
二
年
六
月
八
日
、
預
所
大
江
某
田
地
寄
進
状
（『
県
史
』
中
世
二
、
向
井
家

文
書
一
九
号
）。

（
78
）
前
掲
、
注
（
12
）
蔵
持
論
文
。

（
79
）
前
掲
、
注
（
29
）
史
料
。

（
80
）『
県
史
』
中
世
二
、
禅
林
寺
文
書
四
二
号
。

（
81
）『
県
史
』
中
世
二
、
禅
林
寺
文
書
五
三
号
。

（
82
）
坂
本
亮
太
「
報
恩
寺
と
日
前
宮
―
「
至
徳
三
年
報
恩
寺
領
内
検
帳
」
の
枡
・
付

加
税
か
ら
み
る
―
」（
前
掲
、
注
（
68
）
報
告
書
所
収
）。

（
83
）
周
知
の
よ
う
に
、
日
前
宮
は
早
く
十
二
世
紀
初
頭
に
、
和
田
川
・
亀
川
に
海
水

が
逆
流
す
る
の
で
、「
塩
洲
」
を
防
ぐ
た
め
四
十
余
町
の
築
堤
を
し
て
、
干
拓
開

発
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
（
大
治
弐
年
捌
月
拾
柒
日
、
紀
伊
国
在
庁
官
人
等

解
案
、『
平
安
遺
文
』
古
文
書
編
第
一
一
巻
、
補
三
〇
二
号
、
林
峯
之
進
氏
所
蔵

文
書
）。
黒
田
日
出
男
『
日
本
中
世
開
発
史
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
一
九
八
四

年
）
五
八
頁
を
参
照
。

（
84
）
前
掲
、
注
（
10
）
新
谷
論
文
を
参
照
。

（
52
）『
群
書
類
従
』（
第
二
十
輯
合
戦
部
）
所
収
。

（
53
）
前
掲
、
注
（
43
）
綿
貫
論
文
。

（
54
）
前
掲
、
注
（
43
）
綿
貫
論
文
。
康
永
三
年
二
月
四
日
、
足
利
幕
府
奉
行
人
連
署

奉
書
（『
南
北
朝
遺
文
』
九
州
編
第
二
巻
、
一
九
八
七
号
、
薩
摩
新
田
神
社
文

書
）
に
よ
る
。

（
55
）
前
掲
、
注
（
52
）
書
、
三
〇
六
頁
。

（
56
）
前
掲
、
注
（
19
）
書
、
四
二
七
頁
。

（
57
）『
県
史
』
中
世
二
、
向
井
家
文
書
二
号
。

（
58
）『
和
歌
山
市
史
』
第
一
巻
自
然
・
原
始
・
古
代
・
中
世
（
和
歌
山
市
、
一
九
九
一

年
）
中
世
編
第
二
章
第
三
節
「
荘
園
制
の
変
貌
と
惣
村
」（
小
山
靖
憲
執
筆
）。

（
59
）
前
注
、
小
山
論
文
を
参
照
。

（
60
）
澁
澤
敬
三
『
日
本
魚
名
集
覧
』
第
一
部
（
日
本
常
民
文
化
研
究
所
編
『
日
本
常

民
生
活
資
料
叢
書
』
第
三
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
三
年
に
所
収
）
に
よ
れ

ば
、
シ
ビ
コ
は
紀
州
田
辺
や
和
深
（
い
ず
れ
も
和
歌
山
県
）
で
マ
グ
ロ
を
指
す

言
葉
で
あ
る
。

（
61
）
拙
著
『
日
本
中
世
生
業
史
論
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
第
二
章
「
水
面
領

有
の
中
世
的
展
開
―
網
場
漁
業
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
。

（
62
）
前
掲
、
注
（
60
）
澁
澤
著
書
に
よ
れ
ば
、
ハ
ラ
ジ
ロ
は
紀
州
で
ブ
リ
を
指
す
言

葉
で
あ
る
。

（
63
）
賀
太
村
を
北
村
・
南
村
に
分
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
敏
氏
が
同

著
『
中
世
後
期
の
村
落
―
紀
伊
国
賀
太
荘
の
場
合
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

一
年
）
七
二
頁
で
言
及
し
て
い
る
。

（
64
）
前
注
、
伊
藤
著
書
、
一
四
頁
を
参
照
。

（
65
）
前
掲
、
注
（
58
）
小
山
論
文
と
前
掲
、
注
（
63
）
伊
藤
著
書
を
参
照
。

（
66
）『
続
風
土
記
』
第
三
輯
（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
一
〇
年
）
附
録
、
五
九
頁
。

（
67
）『
和
歌
山
市
史
』
第
四
巻
古
代
・
中
世
史
料
（
和
歌
山
市
、
一
九
七
七
年
）
五
鎌

倉
時
代
、
六
八
号
。

（
68
）『
和
歌
山
平
野
に
お
け
る
荘
園
遺
跡
の
復
元
研
究
―
中
世
日
前
宮
領
の
研
究
―
』

（
平
成
一
五
～
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者

海
津
一
朗
、
二
〇
〇
六
年
）
第
3
章
史
料
編
採
録
文
書
、
一
、
日
前
宮
文
書
、

四
一
号
。

（
69
）
海
津
一
朗
氏
は
、
飛
鳥
井
殿
下
向
之
儀
式
写
に
記
録
さ
れ
た
内
容
を
詳
細
に
取
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〔
附
記
〕
本
稿
の
作
成
に
際
し
、
坂
本
亮
太
氏
と
白
石
博
則
氏
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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論考編 浦方以前―紀州海辺部の中世的様相―


